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意見票２の確認対象 

 

第２期鳥羽市まち･ひと･しごと創生総合戦略 
（計画期間：令和２年度～令和７年度） 

 

令和２～６年度を通じての評価 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和２年３月 

令和 7 年 3 月改訂 

鳥 羽 市 
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総合戦略の施策体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標（将来の姿） 基本的方向 施策（案） 

『新しいひとの流れ・ひとの交

流』 

２．個性輝く鳥羽の魅力が伝わり、

国内外から人が訪れている 

『働く場の創出・人材育成』 

１．多様な働き方を認め合い、若者

が地元で働き、女性や高齢者、

障がい者等、誰もが役割を持

ち、地域産業の担い手として活

躍している 

①魅力ある働く場の創出 

②異業種連携による産業振興 

③Society5.0 新技術の活用 

④新たなビジネスモデルの構築 

⑤企業との交流・連携 

⑥挑戦人口の創出 

①プチ勤務、マッチング、無料職業紹

介所運営 

②漁観連携、水福連携 

③大学・企業との連携、マリン IT、

ICT・AI 活用による生産性向上 

④プチ勤務、サテライトオフィス、ワ

ーケーション、テレワーク、副業・

兼業 

⑤企業連携、企業版ふるさと納税、地

域おこし企業人 

⑥高校・大学連携、起業支援、事業承

継支援 

①プチ勤務、マッチング、無料職業紹

介所運営 

②漁観連携、水福連携 

③大学・企業との連携、マリン IT、

ICT・AI 活用による生産性向上 

④プチ勤務、サテライトオフィス、ワ

ーケーション、テレワーク、副業・

兼業 

⑤企業連携、企業版ふるさと納税、地

域おこし企業人 

⑥高校・大学連携、起業支援、事業承

継支援 

 ①結婚・出産・子育て支援 

②教育・保育環境の充実 

③体験・経験型教育の推進 

④SDGs 誰ひとり取り残さない

まちの実現 

①企業との交流・連携（再掲） 

②移住・定住の促進 

③観光魅力の向上 

④関係人口の創出 

①企業連携、企業版ふるさと納税、地

域おこし企業人（再掲） 

②市営住宅、空き家対策、空き家バン

クの活用 

③インバウンド誘致、地域の質向上 

④アーティスト・イン・レジデンス、

サテライトオフィス、ワーケーショ

ン、テレワーク、政策観光、スポー

ツ合宿誘致、子どもの農山漁村体験 

①子育て支援 

②中央公園整備リノベーション 

③地域愛醸成、自己肯定感のある教育

推進 

④とばびと活躍プロジェクト、水産研

究所を核とした鳥羽うみ再生、生涯

活躍のまち 

『地域経営の視点に立ち、時

代に合ったまちづくり、安心

した暮らしの確保』 

４．鳥羽の風土に応じ、安心な暮ら

しが守られている 

①防災対策の充実 

②スポーツ・健康まちづくり推進 

③コミュニティ形成・強化・充実 

④地域資源の高付加価値化、新

しい価値の創生 

⑤環境に配慮した持続可能なま

ちづくり推進 

⑥Society5.0 新技術の活用

（再掲） 

①市民・来訪者の防災対策 

②中央公園リノベーション、介護保険

の抑制 

③地域共生社会の実現、移動手段・公

共交通対策、市民協働 

④地域資源のシェアリングリノベーシ

ョン、空き家対策、公共施設見直し

活用 

⑤循環型社会の実現（経営の視点、環

境の視点） 

⑥大学・企業との連携、マリン IT、

ICT・AI 活用による生産性向上 

『誰もが活躍できるまち』 

３．ライフステージに応じた希望が叶

えられ、誰もが居場所や役割を

持っている 

①国家戦略特区の推進 

②国土強靭化計画の策定・推進 

①公共交通の充実 

②国土強靭化計画の策定・推進 
『連携施策等』 

５．地域の実情に合わせた施策が取

り組まれている 
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基本目標に基づく施策 

 

 

【基本目標１】働く場の創出・人材育成 
 

多様な働き方を認め合い、若者が地元で働き、女性や高齢者、障がい者等、誰もが役

割を持ち、地域産業の担い手として活躍している 

 

 

◼ 方針 
本市は水産業や観光産業で発展してきたまちであり、本市の経済を活性化し地

域活力を維持していくためには、これまで以上に地元の産業を支える担い手を確

保することが大きな課題となっています。 

本市で育った人達が地元の産業の担い手として働き続けたいと思えるよう、魅

力的な働き方や職場づくりを支援するとともに、特に、本市の観光をＰＲする上

で欠かせない水産物を中心とした“食の魅力”の充実に向けて、漁業と観光業が連携

して産業振興に取り組みます。 

 

◼ 数値目標 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

市民が就労している割合 

（市民税所得割納税義務者数÷生

産年齢（15 歳～64 歳）人口） 

％ 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

65  
    70 

69 70 70 71 68  

 
◼ 評価結果 

進展度 判断理由 

B 

目標指標として掲げた市民の就労割合や無料職業紹介所に求職登録さ

れた方のうち就職された人数が順調に推移しているとともに、企業・教育

研究機関との連携が進められており、漁観連携による産業振興が図られて

いることから、評価は B とする。 

一方で、新規就農者・就漁業者数や起業・事業継承等に関する実績は低

く、若者の多様な就労意向に沿うための既存の産業分野以外の企業誘致の

推進とともに、地元学校機関との連携による効果的な情報発信や職業体験

等の取り組みが望まれる。 

進展度：A-進んだ、B-ある程度進んだ、C-あまり進まなかった、D-進まなかった 
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◼ 具体的な取り組み 

1-1 魅力ある働く場の創出 

地元の子どもたちが本市の産業に魅力を感じ、地域の担い手として働きたいと思

えるよう、地域の仕事に関する情報発信や地域の事業所における労働体験の機会を

提供します。 

また、働きやすい労働条件の検討や職場環境づくりにむけて、関係者が一体とな

って改善に取り組めるよう支援します。 

 

【具体的な取り組み・施策】 

プチ勤務 ○地域のしごと魅力発信事業（観光商工課） 

 フルタイムやパートよりも短い勤務時間での就労をプチ勤務として事業者

に業務を細分化してもらい、求人カタログを作成することで求職・求人を希望

される方々に地域の雇用確保や多様な働き方等を提案していきます。 

→R２～６年度実績 

・ 業務分解の実施やプチ勤務カタログの作成、人手不足の深刻化等によ

り、宿泊業や小売業を中心に短時間や週 3 日勤務等の求人が増加傾向に

あり、求職者の希望に応じた多様な働き方の紹介を行うことができた。 

 

マッチング ○地域のしごと魅力発信事業（観光商工課） 

ハローワーク伊勢と連携し、無料職業紹介所で相談員が求職者の希望や特

性を生かした勤務先をフルタイムやパート、プチ勤務等で紹介するほか、幅

広い年齢層等（高齢者、子育て世代、地元高校生等）の雇用確保に努めま

す。 

R２～６年度実績 

・ 無料職業紹介所を訪れる求職者に対し、ハローワークと連携し、多様な

求人情報の提供を行った。 

・ 福祉分野との連携と利便性の向上を図るため、市役所西庁舎のほか、令

和 3 年後半から令和 4 年度は月 2 回、令和 5 年度から月 1 回保健福祉

センターひだまりで開設した。また、開設日を週 2 回としてきたが、令

和 5 年度から週 3 回開設した結果、相談件数の増加につながった。 

・ 令和 4 年 8 月から利用者の拡大を図るため、広報や SNS による情報発

信を行った。 

 

○地域のしごと魅力発信事業（観光商工課） 

職場見学ツアーを実施し、求職者の就労機会の確保と事業者の人手不足解消

を図ります。 

→R２～６年度実績 

令和 2 年度はコロナ禍のため市内 4 事業所の PR 動画を作成、令和 3

年・4 年度は年 2 回 4 事業所の職場見学を実施し、令和 3 年度は 12

名、令和 4 年度は 16 名の学生や保護者が参加となった。令和 5 年度は

6 事業所の職場見学を行い 35 名の参加があった。4 年度と 5 年度の参

加者が各 1 名の見学先への就職に繋がった。令和 6 年度は 3 事業所の

職場見学を行い 11 名の参加があったが、見学先への就職には繋がらな

かった。 
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無料職業紹介所

運営 

○地域のしごと魅力発信事業（観光商工課）※再掲 

ハローワーク伊勢と連携し、無料職業紹介所で相談員が求職者の希望や特

性を生かした勤務先をフルタイムやパート、プチ勤務等で紹介するほか、幅

広い年齢層等（高齢者、子育て世代、地元高校生等）の雇用確保に努めま

す。 

→R２～６年度実績 

・ 無料職業紹介所を訪れる求職者に対し、ハローワークと連携し、多様な

求人情報の提供を行った。 

・ 福祉分野との連携と利便性の向上を図るため、市役所西庁舎のほか、令

和 3 年後半から令和 4 年度は月 2 回、令和 5 年度から月 1 回保健福祉

センターひだまりで開設した。また、開設日を週 2 回としてきたが、令

和 5 年度から週 3 回開設した結果、相談件数の増加につながった。 

・ 令和 4 年 8 月から利用者の拡大を図るため、広報や SNS による情報発

信を行った。 

キャリア教育の

推進 

○キャリア教育推進事業（学校教育課） 

地域産業の施設見学や職場体験を通じて児童生徒が働くことの意義を理解

し、本市の産業に魅力を感じ地域の担い手として働きたいと思えるような機会

の創出を行います。 

→R２～６年度実績 

・ 各校において、職場体験をはじめ、海洋教育に伴う各研究施設の見学や

海について学ぶ機会を創出した。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

無料職業紹介所に求職登録された

方のうち就職された人数 

（計画期間の延べ人数） 

人 

（R1） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

8      40 

9 18 30 40 51  

 

【具体的な取り組み・施策】 

就農・就漁環境の

向上 

○新規就農者・就漁者支援事業（農林水産課） 

新規就農・就漁を促すため、新規就農・就漁希望者に対して、漁協や農協

等とも連携を図りながら、フィールドワークや座学を通じて専門的な技術を

体験したり、学んだりできる機会を提供していきます。また、漁具等の購入

時にかかる一部助成や、労務環境の改善につなげていくための支援を行うこ

とで、後継者育成のための一助としていきます。 

→R２～６年度実績 

・ 海女漁業応援事業での新人海女さんへの海女道具購入に関する補助支

援により、計 23 名の就漁に繋げた。 

○経営所得安定対策事業（農林水産課） 

 就農経営者の所得向上を促すため、水稲栽培農家を対象に作付面積に応じ

て交付金を交付し、経営の安定化を図ります。 

→R２～６年度実績 

・ 経営所得安定対策の事業趣旨を農業者に周知するとともに、基礎とな

る水田台帳の管理調整を実施した。 

○農業振興地産地消促進事業（農林水産課） 

 地産地消による農業振興を推進するため、農作物の増産や通年栽培を支援

するとともに、研修会などを通じて生産の意欲向上に努めます。 
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→R２～６年度実績 

・ 鳥羽志摩農業協議会及び松阪食肉公社へ負担金を支出し、地域の農業

振興に努めた。令和６年度はサツマイモ品種「兼六」のウイルスフリ

ー苗および種芋の生産に取り組むとともに、加茂小学校・弘道小学校

での体験学習や市内各保育所への給食用食材の提供および xc 兼六芋

の講和を行った。 

○多面的機能支払交付金事業（農林水産課） 

 農業が担う多面的機能を保全するため、農村地域の共同活動を通じた農地

等の保全管理を行うとともに、地域の担い手の育成を図ります。 

→R２～６年度実績 

・ ２地区の農業団体に対し交付金を支出し、農業用施設の整備や環境整

備の出合い作業や景観形成に係る経費について支援を行った。 

○鳥獣害被害防止対策事業（農林水産課） 

 近年、深刻な被害の出ている鳥獣害被害の防止を図るため、鳥獣害の駆除

や被害軽減策に対して補助金を交付し、被害の軽減を図ります。 

→R２～６年度実績 

・ 有害鳥獣捕獲許可及び有害獣捕獲報償金の交付を通年で実施すること

により、有害鳥獣の駆除を促進するとともに、鳥獣害防止に必要な防

護柵用資材購入費に係る補助金を交付し、農業者支援に取り組んだ。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

新規就農者数 

（計画期間の延べ人数） 
人 

(H30) R2 R3 R4 R5 R6 R7 

0      2 

0 0 0 0 0  

新規就漁者数 

（計画期間の延べ人数） 
人 

38      40 

6 17 26 32 39  

 

【具体的な取り組み・施策】 

６次産業化の推進 ○６次産業化推進事業（農林水産課） 

 ６次産業化に取組む生産者が視野を広げ、専門家等から事業を進めていく

上で重要な助けとなるアドバイスを得られる環境を整えます。 

 また、６次産業化の担い手を育成するため、農林漁業者を中心に、商品開

発や販路等の知識を身につける研修の機会や補助支援を行います。 

→R２～６年度実績 

・ ６次産業化活動支援事業費補助金により、延べ 5 名の生産者を支援し、

新商品の開発や販路の開拓等に努めた。 

・ セミナーを開催して全国の先進的な取り組みを知る機会を創出した。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

農水産物直売所に出品される 

加工品数 
品 

(H30) R2 R3 R4 R5 R6 R7 

301      300 

386 421 166 170 173  
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1-2 異業種連携による産業振興 

水産物を中心とした食の魅力の充実に向けて、観光業と連携した水産物の高付加

価値化やプロモーション及び学校給食等での活用を進め、漁業経営の安定化に取り

組むとともに、漁業体験の機会創出等による漁業の魅力の発信や、漁業者の所得向

上に向けた取り組みによる漁業従事者の確保につなげます。 

【具体的な取り組み・施策】 

漁観連携 ○鳥羽ざかなのブランド化事業（農林水産課） 

 答志島トロさわらや、和具浦の塩蔵ワカメ等、鳥羽ならではの水産物のブ

ランド戦略を進め、付加価値化による経済醸成を図ります。 

→R２～６年度実績 

・ 答志島トロさわらは、ブランド基準等の見直し・改善を図りながら、

漁業者の所得向上を目指し、令和 4 年度に三重ブランドへの認定およ

び地域団体商標の登録が行われたほか、令和 5 年度には全国サワラサ

ミットを本市で開催するなど、ブランド価値の向上に向けた取り組み

を実施した。また、資源の維持・増大を図る取り組みも進めた。 

○アワビ資源増殖実証実験事業（農林水産課） 

 海女の主要漁獲物であるアワビ資源の増殖を目的とし、稚貝の中間育成事

業に取り組みます。 

→R２～６年度実績 

・ 漁協と連携し、種苗放流の効果を高めることを目的に、これまで

30mm で放流していたアワビ種苗を 50mm まで成長させてから放流

することを目指し、中間育成に取り組んだ。育成した種苗は、各地区

で放流を実施した。 

○新たな食の魅力創造事業（農林水産課） 

 鳥羽の水産物をこれまでになかった視点と掛け合わせることにより、新た

な食の魅力を創造していきます。 

→R２～６年度実績 

・ 発酵プロジェクトとして、発酵が持つ様々な力を活用して、本市の水

産物が持つ「食の魅力」をブラッシュアップさせ、生産者と連携し、水

産物を使った新たなレシピ開発や商品開発に繋げた。 

○海藻文化情報発信事業（農林水産課） 

 鳥羽の豊富な海藻を首都圏にある拠点を活用して発信していくことで、よ

り意識の高いプロユーザー等を対象とした鳥羽の海藻ファンを増やしていき

ます。 

→R２～６年度実績 

・ 東京都世田谷区下北沢にある情報発信拠点「くらうま」と事業連携し、

鳥羽の海藻を中心とした水産物を活用した各種イベント等を開催し

て、首都圏での海藻の情報発信に努めた。 

○漁業と観光の連携促進協議会の運営、進捗管理、評価、見直し事業（観光

商工課） 

 漁業と観光の連携促進を図るため、漁業と観光の連携促進協議会を開催

し、事業の進捗管理、評価、見直しを行います。 

→R２～６年度実績 

・ 漁業と観光業の強みを活かした展開として平成 30 年度にブランド化

した「答志島トロさわら」は毎年ブランド基準の見直しやプロモーシ

ョンを行い、漁業者の所得向上や知名度のアップにつなげることがで
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き、令和４年度、「三重ブランド」に認定された。また、令和 5 年度

に全国サワラサミットを開催し、更なるブランド価値を高める取り組

みを実施した。 

・ 令和６年度は漁観連携計画の改訂やさわらの先進地視察、未利用漁の

活用に向けた試食会の実施や副読本の作成等を行った。 

○情報発信事業（観光商工課） 

 観光客に鳥羽ざかなの素晴らしさや美味しさを伝えるため、積極的な情報

発信を行います。 

 また、漁師や海女の日常的な食文化などにスポットを当て、食を取り巻く

地域の歴史・文化等の魅力についても併せて情報発信を行い、鳥羽ファンの

増加を図ります。 

→R２～６年度実績 

・ 観光協会等と連携して鳥羽の海の豊かさの象徴である「海藻」に着目

した取組みとして、令和３年度は「地域の観光資源の磨き上げを通じ

た域内連携促進に向けた実証事業」、令和４年度は「地域独自の観光

資源を活用した地域の稼げる看板商品の創出事業」で海藻を使った商

品づくりやモニターツアー造成、情報発信を行った。 

・ 令和６年度は市民向けの情報発信として、広報とばにてコラム「旬の

鳥羽ざかな」の毎月掲載を開始した。 

○体験プログラム造成販売促進事業（観光商工課） 

 令和元年５月に海女「海女(Ama)に出逢えるまち鳥羽・志摩～素潜り漁

に生きる女性たち」として文化庁の日本遺産の認定を受けました。日本遺産

の認定を追い風に地域資源への理解を深めるとともに、海女文化をはじめと

して鳥羽の魅力を五感で感じる体験の造成に取り組みます。 

→R２～６年度実績 

・ 令和４年度に開催した海外自治体幹部交流協力セミナー2022 では、

交流プログラムにおいて海女をテーマに鳥羽市立海博物館や海女小

屋、離島、等を巡るコースで鳥羽を紹介した。 

・ 離島誘客を促進するため、島への旅の楽しみを紹介する動画の中で海

女小屋体験の様子を紹介するなど、既存の海女文化を感じることがで

きる既存プログラムの紹介を行った。 

・ 令和５年度にインバウンド受入対策事業で海女とエコクラフト体験の

コンテンツを制作した。 

 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

漁業収入（漁業組合員１人あたり） 千円 

(H30) R2 R3 R4 R5 R6 R7 

2,168      2,500 

2,346 2,105 2,746 3,134 3,486  

宿泊者数（観光統計資料） 万人泊 

174.7      197.0 

121.1 106.0 142.7 148.3 160.4  

推定消費額（観光統計資料） 百万円 

72,253      81,449 

48,742 38,288 59,656 71,949 82,721  
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【具体的な取り組み・施策】 

水福連携 ○水産と福祉の連携事業（農林水産課） 

 市水産研究所の藻類種苗生産業務の一部を福祉事業所へ委託し、障害者等

の社会参画機会の拡大を図ります。 

→R２～６年度実績 

・ 水産研究所業務の一部を福祉事業所に委託することにより、障がい者

等が水産業に参画する機会を創出した。作業においては主に担当して

もらう人以外にも、人手が必要な場合は他の事業所とも連携し、協力

して対応した。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

藻類種苗生産業務の担い手人数 人 

(H30) R2 R3 R4 R5 R6 R7 

0      5 

1 1 1 1 2  
 
 

1-3 Society5.0 新技術の活用 

第５期科学技術基本計画において国が目指すべき未来社会の姿として提唱された

Society5.0 の実現を目指し、新技術や新しい時代の流れを力にし、経済発展と社会

的問題の解決を両立していく新たな社会の実現に資する取り組みを推進します。 

 

【具体的な取り組み・施策】 

大学・企業との連

携 

○海洋アライアンス構築事業（農林水産課） 

 大学や研究機関、民間博物館等の関係者間により海洋アライアンスを構築

し、持続可能な水産振興策を見出していきます。 

→R２～６年度実績 

・ 令和４年度に三重大学、鳥羽商船高等専門学校、(株)鳥羽水族館、三重

県水産研究所、水産研究・教育機構水産技術研究所、名古屋大学臨海実

験所、ミキモトグループ（(株)ミキモト、(株)御木本真珠島、御木本製

薬(株)）と伊勢志摩地域における海洋・水産に係わる教育活動、研究活

動及び地域連携活動を推進し、これらの活動を通して地域社会の発展

に寄与することを目的とした地域連携プラットフォーム「伊勢志摩海

洋教育研究アライアンス」を構築した。また、令和 6 年度には各研究

機関による成果発表も開催した。 

○民間企業連携事業（観光商工課） 

大学や民間企業の技術や情報発信ツールを活用した誘客事業を展開しま

す。 

→R２～６年度実績 

・ 令和４年７月には國學院大學との協定締結をきっかけに第二次鳥羽市

観光基本計画に沿った調査を実施した。 

・ 令和４年度、鳥羽を大学生や大学等の学びのフィールドにしてもらう

きっかけとしての補助メニュー「大学ゼミ合補助金」「地域課題解決調

査研究事業補助金」を新設した。 

・ 「大学ゼミ合宿支援補助金」令和 4 年度３件、令和 5 年度４件、令和

6 年度８件。 
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・ 「域課題解決調査研究事業補助金」令和 4 年度７件、令和 5 年度５件、

令和 6 年度 13 件。 

マリン IT ○海洋環境モニタリング事業（農林水産課） 

 ICT を活用した観測ブイ等を設置することで、漁業者や関係者がリアルタ

イムに情報を入手できる仕組みを構築します。 

→R２～６年度実績 

・ 海洋環境の変化を漁業者がリアルタイムで把握できるよう、ICT を活

用した漁業用観測機器（自動観測ブイ）の市内漁場への導入を支援し

た。 

ICT・AI 活用によ

る生産性向上 

○中小企業支援事業（観光商工課） 

ICT・AI を活用した生産性を向上させるため、セミナーや意識啓発等の取

組を支援します。 

→R２～６年度実績 

・ 鳥羽商工会議所にサービス産業生産性向上支援事業補助金を交付し、

中小企業の生産性向上に寄与した。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

海洋アライアンス構築事業数 

（計画期間の延べ事業数） 
事業 

(H30) R2 R3 R4 R5 R6 R7 

0      5 

1 0 7 7 7  

 

1-4 新たなビジネスモデルの構築 

多様な働き方を推進するため、新たな仕事のカタチについて調査・研究を重ね、

サテライトオフィスやテレワークといった遠隔勤務や、副業・兼業やワーケーショ

ンの推進を図ります。 

 

【具体的な取り組み・施策】 

サテライトオフィ

ス・テレワーク 

○地域のしごと魅力発信事業（観光商工課） 

プチ勤務のような多様な働き方を進めるにあたり、サテライトオフィスや

テレワークといった遠隔勤務や副業・兼業の推進等、新たな仕事のあり方等

について調査・研究を行います。 

→R２～６年度実績 

 ・ 企業向けニーズ調査を行い、新たな働き方について現状把握に努めた。 

○ワーケーションの推進（観光商工課） 

ワーケ―ション推進に繋がる観光地としての新たな魅力創出を図ります。 

→R２～６年度実績 

・ 令和４年度と令和５年度の観光庁メニュー「地域一体となった観光地

の再生・観光サービスの高付加価値化事業」において鳥羽市全域の地

域計画が採択を受け、ワーケーション整備を含めた宿泊施設や観光施

設等の高付加価値化に寄与した。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 
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テレワークという働き方の認知度

（市民アンケート） 
％ 

(H30) R2 R3 R4 R5 R6 R7 

―      33 

－ － － － －  

 

1-5 企業との交流・連携 

企業等と連携して地域の課題に対応し、産業振興や市民サービスの向上、暮らし

やすい地域づくりを目指します。また、企業版ふるさと納税や地域おこし企業人等

を活用し、行政の経営資源であるヒト、モノ、カネの確保に努めます。 

【具体的な取り組み・施策】 

企業連携 ○民間企業連携事業（観光商工課） 

民間企業の情報発信ツールを活用した誘客事業を展開します。 

→R２～６年度実績 

・ 令和４年度には離島誘客促進事業において、航空会社 Peach と連携

を行い、鳥羽の島旅の動画を制作し、機内放送や YouTube チャンネ

ルへの動画投稿を行った。 

・ 令和６年度は航空会社 ANA と連携を行い、多言語による観光情報を

発信するウェブサイトに鳥羽市のモデルルートを掲載し、訪日旅行者

の誘客を図った。 

・ 三重県観光連盟の「観光三重」において、SEO 対策記事や離島記事

の掲載を行った。 

○企業版ふるさと納税の活用（企画財政課） 

まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対す

る特例制度を活用し、企業版ふるさと納税の促進を図ります。 

→R２～６年度実績 

・ 令和 4 年度より、企業版ふるさと納税制度を活用した。令和 5 年度

には、地域活性化活動を企画・展開する者からの提案制度を設けるな

ど活用を進め、令和６年度からは民間企業のネットワーク等を活用し

た受入れ活動を強化した。その結果、令和 4～６年度で延べ 20 社

8,578 万円相当のご寄付をいただいた。 

○地域おこし企業人の活用（企画財政課） 

地域おこし企業人交流プログラムを活用し、三大都市圏に所在する企業か

ら職員の派遣を受け入れ、地域活性化等に取り組みます。 

→R２～６年度実績 

・ 地域活性化起業人として、令和２～４年度に生涯学習課に１名地域独

自の魅力や価値の向上等につながる業務に対し助言を受けながら事業

を進めた。また、令和４年度には企画財政課に１名を受入れ、地域共

生社会の理念の浸透に向けた取り組みを進めた。 

 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

民間企業連携事業数 事業 

(H30) R2 R3 R4 R5 R6 R7 

1      7 

1 3 10 11 11  
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1-6 挑戦人口の創出 

地域課題解決に向けてチャレンジする企業や個人の創出を図ります。 

 

【具体的な取り組み・施策】 

高校・大学連携 ○地元高校・大学や高専との連携（観光商工課） 

地域を学習のフィールドとして活躍する高校や大学、専門的な知識を有す

る高等専門学校等と連携して、地域が一体となった観光振興に取り組みま

す。 

→R２～６年度実績 

・ 鳥羽高校の地域研究サークル「とばっこくらぶ」と連携し、フィール

ドワークなどの地域学習を支援した。 

・ 広報とばにおいて令和２年度、3 年度ととばっこくらぶのキャプテン

のインタービュー記事や担任教諭の文部科学大臣優秀教職員表彰を受

賞した結果を掲載し活躍する高校や教諭の取組の情報発信を行った。 

・ 令和４年度、鳥羽を大学生や大学等の学びのフィールドにしてもらう

きっかけとしての補助メニュー「大学ゼミ合補助金」「地域課題解決調

査研究事業補助金」を新設した。 

・ 「大学ゼミ合宿支援補助金」令和 4 年度３件、令和 5 年度４件、令和

6 年度８件。 

「域課題解決調査研究事業補助金」令和 4 年度７件、令和 5 年度５件、

令和 6 年度 13 件。 

 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

教育研究機関連携事業数 事業 

(H30) R2 R3 R4 R5 R6 R7 

3      9 

3 3 11 11 11  

 

 

 

【具体的な取り組み・施策】 

起業支援 ○起業育成支援事業（観光商工課） 

 創業支援として、起業を考えている人や起業して間もない人を対象に専門

家によるセミナーを開催し、起業支援を行います。 

 また、県創業・再挑戦アシスト資金への保証料を補給することで起業への

取組を支援していきます。 

→R２～６年度実績 

・ 起業家育成セミナー 

令和 2 年度 4 人、令和 3 年度 2 人、令和 4 年度 5 人 

令和 5 年度 7 人、令和 6 年度 １１人 

・ 県創業・再挑戦アシスト資金保証料補給補助 

令和 2 年度 4 人、令和 3 年度 5 人、令和 4 年度 6 人 

令和 5 年度 5 人、令和 6 年度  ５人 
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目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

起業家セミナー参加者 

（計画期間の延べ人数） 
人 

(H30) R2 R3 R4 R5 R6 R7 

4      20 

4 2 5 7 11  

 

 

【具体的な取り組み・施策】 

事業承継支援 ○中小企業支援事業（観光商工課） 

 事業者が事業承継等に関する計画を策定し、課題に対して取り組んだ事業

に補助金を交付し、事業承継等への取組を支援します。 

→R２～６年度実績 

・ 令和 2 年度から補助制度を開始し、鳥羽商工会議所との調整に努めた

が 3 年間申請がなく制度を見直しのため、令和 4 年度で終了した。 

・ 令和 6 年度から創業支援事業補助制度を新設し、事業承継により引継

ぎを行い、新たに事業を開始するかたに対しても、創業を支援する体制

を整えた。 

 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

事業承継補助金交付件数 

（計画期間の延べ件数） 
件 

(H30) R2 R3 R4 R5 R6 R7 

0      40 

0 0 0 － －  
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【基本目標２】新しいひとの流れ・ひとの交流 

 

個性輝く鳥羽の魅力が伝わり、国内外から人が訪れている 

 

◼ 方針 
 首都圏等を中心に、地方への移住やＵＪＩターンへの関心が世代を問わず高まっ

ているなかで、本市においても暮らしの場として魅力あるまちづくりを進めるとと

もに、個々の移住希望者に応じた相談支援や、地域での受け入れ支援に努めること

が必要です。 

一方で、国内市場の減少とともに、日本人観光客数の減少が続く中、今後期待

できる市場として外国人観光客の存在があります。鳥羽市は関西国際空港や中部

国際空港から近く、また、東京―名古屋―大阪というゴールデンルートからも比

較的近い距離にあるため、それらのエリアから外国人観光客を誘致するための戦

略が必要です。 

さらに、平成 28 年 5 月の伊勢志摩サミットの開催や、令和 2 年（2020）オリ

ンピック・パラリンピック東京大会、観光庁をはじめとする国を挙げての外国人

観光客の誘致促進に係る政策を踏まえ、鳥羽市としての外国人観光客の誘致促進

が急務です。独自の魅力ある観光資源を活用した “鳥羽市らしい観光まちづくり” 

に取り組み、国内外からの集客をめざします。また、観光をきっかけにした人と

人との交流から、暮らしの場としてのまちの魅力も伝える中で、鳥羽への移住そ

して定住人口の増加にもつなげていきます。 

 

◼ 数値目標 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

市外への転出超過数の改善 

【企画財政】 
人 

(H30) R2 R3 R4 R5 R6 R7 

192      92 

204 225 138 96 105  

外国人観光客の入込客数 【観光】 

（観光統計資料） 
人 

116,457      192,000 

12,702 2,612 15,362 76,287 92,772  

 
◼ 評価結果 

進展度 判断理由 

C 

移住・定住の促進や空き家バンクの活用等により、市外転出超過数に改

善が見られ、目標値達成が見込まれるとともに、高付加価値化による観光

推定消費額の増加や企業連携・協力等の取り組み推進が図られている。 

一方で、受け入れ環境整備やプロモーション等に取り組んだ結果、交流

人口は回復傾向にあるものの、宿泊者数や外国人観光客数がコロナ禍以前

の数値に達しておらず、目標値には届いていない状況であるため、評価は

C とする。  

進展度：A-進んだ、B-ある程度進んだ、C-あまり進まなかった、D-進まなかった 
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具体的な取り組み 

2-1 企業との交流・連携（再掲） 

企業等と連携して地域の課題に対応し、産業振興や市民サービスの向上、暮らし

やすい地域づくりを目指します。また、企業版ふるさと納税や地域おこし企業人等

を活用し、行政の経営資源であるヒト、モノ、カネの確保に努めます。 

【具体的な取り組み・施策】 

企業連携 ○民間企業連携事業（観光商工課）※再掲 

民間企業の情報発信ツールを活用した誘客事業を展開します。 

→R２～６年度実績 

・ 令和４年度には離島誘客促進事業において、航空会社 Peach と連携を

行い、鳥羽の島旅の動画を制作し、機内放送や YouTube チャンネルへ

の動画投稿を行った。 

・ 令和６年度は航空会社 ANA と連携を行い、多言語による観光情報を発

信するウェブサイトに鳥羽市のモデルルートを掲載し、訪日旅行者の誘

客を図った。 

・ 三重県観光連盟の「観光三重」において、SEO 対策記事や離島記事の

掲載を行った。 

○企業版ふるさと納税の活用（企画財政課）※再掲 

まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対す

る特例制度を活用し、企業版ふるさと納税の促進を図ります。 

→R２～６年度実績 

・ 令和 4 年度より、企業版ふるさと納税制度を活用した。令和 5 年度に

は、地域活性化活動を企画・展開する者からの提案制度を設けるなど活

用を進め、令和 4・5 年度で延べ 11 社 4300 万円のご寄付をいただい

た。 

○地域おこし企業人の活用（企画財政課）※再掲 

地域おこし企業人交流プログラムを活用し、三大都市圏に所在する企業か

ら職員の派遣を受け入れ、地域活性化等に取り組みます。 

→R２～６年度実績 

・ 地域活性化起業人として、令和２～４年度に生涯学習課に１名地域独自

の魅力や価値の向上等につながる業務に対し助言を受けながら事業を進

めた。また、令和４年度には企画財政課に１名を受入れ、地域共生社会

の理念の浸透に向けた取り組みを進めた。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

民間企業連携事業数（再掲） 事業 

(H30) R2 R3 R4 R5 R6 R7 

1      7 

1 3 10 11 11  

 

 

2-2 移住・定住の促進 

移住相談のワンストップ窓口の設置や、住宅や市有地の購入に対する支援など、

移住に要する経済的支援を行うとともに、市民の定住魅力の向上に取り組みます。 

【具体的な取り組み・施策】 
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移住・定住の促進 ○鳥羽への移住・定住応援事業（企画財政課） 

都市部の移住希望者や市民に対して鳥羽での暮らしの魅力を訴求し、鳥羽

への移住・定住を促進します。 

→R２～６年度実績 

・ 令和 2～3 年度で住宅購入者に対する補助金として定住応援奨励金を

59 件受付けた。 

 ・ 令和 5 年度より結婚新生活支援補助金を開始し、2 組の申請があった。

また 2 組とも妻の方が市外からの転入となった。 

○移住相談支援事業（企画財政課） 

移住窓口を設置し、鳥羽への移住・定住の相談を行うとともに、ＵＩＪタ

ーンを勧め、鳥羽での働き方や生活を紹介し積極的に情報発信を行います。 

→R２～６年度実績 

・ 令和４年度に鳥羽市移住コーディネーターを委嘱し、市役所の窓口の

ほかに移住相談所を新たに開設した。 

・ 移住希望者の争奪戦が行われているため、新たなアプローチとしてブ

ルーオーシャンである海外在住日本人をターゲットに移住 PR を実施

した。開催後すぐに２組が鳥羽に移住体験ツアーで訪れた。 

○伊勢志摩移住プロモーション事業（企画財政課） 

伊勢志摩地域で連携し情報発信を行うことにより、移住相談会等において

移住希望者の選択肢を増やし、より多くの移住希望者に鳥羽市を移住候補地

に選択してもらい、鳥羽への移住を促進します。 

→R２～６年度実績 

・ 令和２～３年にオンライン、令和４～5 年度には、東京のふるさと回

帰支援センター、令和 6 年度には三重テラスで伊勢志摩定住自立圏（３

市５町）が参加した移住セミナーを開催した。 

・ 令和 6 年度には、これまで鳥羽市単独で出展していた日本最大の移住

フェア「ふるさと回帰フェア」に伊勢・鳥羽・志摩・南伊勢で合同主点

を行い、集客力の弱かった全国版の移住フェアで効果的なプロモーシ

ョンを実施した。 

・ 三重県が主催する名古屋・大阪で開催した移住フェアに伊勢志摩地域

で参加した。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

市外への転出超過数の改善 

（再掲） 
人 

(H30) R2 R3 R4 R5 R6 R7 

192      92 

204 225 138 96 105  

【具体的な取り組み・施策】 

市営住宅 ○移住定住促進住宅維持管理事業（建設課） 

市営住宅に整備した移住定住促進住宅を移住希望者が住宅を確保するまで

の間、一時的に入居できるように維持管理を行います。また、入居者ニーズ

にあった住宅の提供が出来るよう、模様替え（ＤＩＹ）の許可など、 

市営住宅を利用しやすくするような仕組みづくりに取り組みます。 

→R２～６年度実績 

・ ８人の移住希望者に対し、一定期間貸し出した結果、４人の方が市内
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に定住することとなった。 

・ ＤＩＹ補助金を創設し、入居者が利用しやすい仕組みづくりに取り組

んだものの、申請はなかった。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

安楽島団地、安楽島第二団地 

空き家戸数 
戸 

(H30) R2 R3 R4 R5 R6 R7 

57      24 

76 77 78 80 82  

【具体的な取り組み・施策】 

空き家対策 ○空き家利活用事業（建設課） 

空き家対策の方針を定める「鳥羽市空家対策計画」を策定して国の交付金

などを活用し、空き家の利活用を図っていきます。 

→R２～６年度実績 

・ 令和３年度に「鳥羽市空家等対策計画」を策定し、空き家の利活用に係

る補助金を創設し、不動産会社向けのチラシを作成するなど周知を図

ったが、申請はなかった。 

空き家バンクの活

用 

○空き家バンク登録促進事業（建設課） 

新たに策定する「鳥羽市空家対策計画」に基づき、空き家バンクへの登録

促進を行います。 

→R２～６年度実績 

・ 令和４年度より空き家バンク運営業務を委託し、ホームページの作成

や空き家の掘り起こしを行ったほか、所有者に対し、空き家バンク制度

のチラシを送付した結果、新規に 47 件の登録があった。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

空き家バンク登録件数 件 

(H30) R2 R3 R4 R5 R6 R7 

15      20 

8 6 20 12 15  

 

2-3 観光魅力の向上 

鳥羽市には、アミューズメントとしての観光施設だけでなく、離島や海女、海産

物による食の魅力や芸術など、本市ならではの観光資源が多数あります。それらを

活用した多様な体験機会を提供し、それぞれの観光地をネットワーク化するととも

に、積極的な観光情報の発信や市民によるおもてなしを進め、鳥羽市観光における

滞在時間の拡大に取り組みます。 

【具体的な取り組み・施策】 

インバウンド誘致 ○インバウンド受入環境整備事業（観光商工課） 

外国人観光客の満足度向上を図るため、事業者向けのツール作成や多言語

表記の充実を含め、外国人観光客の受入環境整備に係る支援等を行います。 

→R２～６年度実績 

 ・ 鳥羽商工会議所と連携を行い、外国人を想定した体験プログラムの造

成やランディングページの作成、個別企業訪問や外国人観光客受け入
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れアドバイス、外国人受け入れ対応ツールの作成を行うなど体制の整

備や支援を行った。 

 

○二次交通充実対策事業（観光商工課） 

 外国人観光客の満足度向上を図るため、関係機関と連携し、バスや市営定

期船等の二次交通の利便性向上を検討します。 

→R２～６年度実績 

・ バスについては、令和４年度に人気キャラクターのデザインを施した

ラッピングやオリジナル周遊切符の作成を行い、利用促進や周遊促進

を行った。また、令和５年度はバス停の作成及び設置を行った。 

 ・ 市営定期船については、市営定期船を利用した船旅の魅力を伝えるた

め、動画やインターネット記事での利用方法の周知と同時に、船に乗

ること自体が鳥羽ならではの体験であるという発信を行った。 

○インバウンド動向調査事業（観光商工課） 

 今後のインバウンド対策の施策に繋げるため、外国人観光客の入込客数や

宿泊者数等の統計調査の充実を図ります。 

→R２～６年度実績 

 ・ 年間統計において、外国人観光客の施設別入込客数や宿泊者数を集計

し、公表を行った。 

○インバウンド対策事業（観光商工課） 

 外国人観光客の誘致促進のため、海外への情報発信や旅行博でのセールス

活動を行う人材を雇用し、誘客促進を図ります。 

→R２～６年度実績 

 ・ 鳥羽商工会議所と連携を行い、外国人スタッフを専任職員として配置

し、受入体制強化のための企業支援としてモニターツアーやランディ

ングページの作成などのインナープロモーションを実施した。また、

ファムトリップの受入や商談会を行った。 

○海外情報発信事業（観光商工課） 

 海外における鳥羽市の認知度及び誘客の向上を図るため、フランスの都市

との連携し、PR 活動を行います。 

→R２～６年度実績 

 ・令和３年度から、フランス人の国際交流員を配置し、在京都フランス総

領事館が入るアンスティチュ・フランセ関西―京都において屋外イベ

ントの参加や海女の写真展を開催するなどコロナ禍ながらも関係性づ

くりと情報発信に努めた。 

・ 令和４年１１月にはフランスとベルギーの自治体幹部職員を日本へ招

へいし、海外自治体幹部交流協力セミナー2022 を鳥羽市において開

催することにより自治体間のネットワークを構築した。 

・ 令和 5 年度は 10 月にフランス・パリで伊勢志摩３市長によるトップ

セールスを実施した。また、3 月にフランス・セットで開催された地

中海沿岸最大の海洋祭りのエスカル・ア・セットに参加し、海の文化

に関する鳥羽市のプロモーションを実施した。 

・ 令和６年度は 11 月にフランス・パリでの旅行会社へのセールス活動

やクレアパリ主催の日本文化を伝えるイベント「伝統と先端と」に出

展し、海女に関する展示販売を行うほか、現役海女によるセミナーを

実施した。 
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○クルーズ船誘致受入促進（観光商工課） 

外国人観光客の誘致促進及び観光消費額向上のため、大型客船の誘致及び

受入体制の充実を図ります。 

→R２～６年度実績 

・ 新型コロナウイルス感染症の拡大により、令和２・３年度は外国船籍の

寄港は無かったことから、日本国籍の客船の寄港対応を行った。 

・ 令和５年３月９日には約３年ぶりに外国船籍ダイヤモンドプリンセス

が寄港した。 

・ 令和 5 年度は外国船が４回、日本船が４回寄港した。 

・ 令和 6 年度は外国船が３回、日本船が３回寄港した。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

外国人観光客の入込客数  

（観光統計資料） 

（再掲） 

人 

(H30) R2 R3 R4 R5 R6 R7 

116,457      192,000 

12,702 2,612 15,362 76,287 92,772  

【具体的な取り組み・施策】 

地域の質向上 ○鳥羽うみ文化創出会議の運営及び事業の推進（観光商工課） 

 歴史や自然、食文化など鳥羽の海との関係性や鳥羽らしさの核を「鳥羽う

み文化」として表現しており、その魅力について市民をはじめ観光客への理

解促進のため、資源認定の協議と「鳥羽うみ文化」を伝えるための情報発信

等を行います。 

→R２～６年度実績 

・  第二次鳥羽市観光基本計画の管理、運営の中で観光事業者の皆様に

参集いただき、鳥羽の地域資源を生かした観光振興等について協議を

行った。 

・ 令和３年度には後期アクションプログラム（期間：令和４～７年度）

を策定し、理解の促進や情報共有を行った。 

・ 鳥羽うみ文化については、日頃の SNS による発信や広告宣伝戦略委

員会によるプロモーションによって、海女文化や漁村文化、歴史文化

の発信を行った。 

・ 令和６年度は第三次鳥羽市観光基本計画の策定に向けた各種会議の開

催を進めると同時に、本市における宿泊税の導入の検討について庁内

及び各種団体と調整を行った。 

○バリアフリー観光推進事業（観光商工課） 

 体が不自由な方や高齢者及びベビーカー利用を伴う来訪者や外国人観光客

に対して、より安全で安心して観光を楽しんでいただけるような観光地を目

指して、駅前のボランディアガイドや車いすやベビーカー等の貸出による観

光客サポート、ユニバーサル観光意識向上事業に取り組みます。 

→R２～６年度実績 

・ 繁忙期等に行う鳥羽駅ガイドボランティアや無料レンタル車いすによ

る観光客のサポート事業、ユニバーサル観光の意識向上を目的とした

研修会の開催を行った。 

・ バリアフリー観光情報を掲載したパンフレット「ばりふりっと鳥羽」を

発行した。 



 

20 

 

鳥羽の魅力ある玄

関づくり 

○JR 鳥羽駅前広場整備事業（建設課） 

鳥羽の玄関口である JR 鳥羽駅において、観光客の安全性及び利便性を高

めるため、駅前広場について、バリアフリー化を行います。 

→R２～６年度実績 

・ 検討は行ったものの、実現には至らなかった。 

○鳥羽駅周辺エリア再生整備（企画財政課・建設課） 

交通の結節・観光の玄関口である鳥羽駅周辺エリアの果たすべき役割を踏

まえた土地利用の最適化を促すことで、地域の賑わい・魅力の創出を図りま

す。 

→R２～６年度実績 

・ 令和６年度から、多様な主体により、鳥羽駅周辺エリアを更なる魅

力・価値であふれる場とするため、有識者や関係団体等による産学官

民の委員会を設置し、「鳥羽駅周辺エリア再生ビジョン」の策定に着

手し、検討を進めている。 

・ 令和６年度から、鳥羽駅周辺エリアを含めた本市の土地利用の最適化

を図るため、立地適正化計画の策定に着手し、検討を進めている。 

・ 鳥羽駅周辺エリアの活性化を図るための戦略や事業設計等の検討を進

めるため、国・県・専門家等からの情報収集や関係団体との調整を行

った。 

観光プロモーショ

ン戦略 

○旅行・商品プロモーション事業（観光商工課） 

鳥羽市の周知と誘客を促進するため、プロモーション活動を行います。 

→R２～６年度実績 

 ・ 観光事業者などの委員で組織する広告宣伝戦略委員会において、創意

工夫を凝らした情報発信事業を継続的に実施した。 

○エコツーリズム推進事業（観光商工課） 

資源の保護と活用を目的としたエコツーリズムの推進を図るため、市内各

種団体等と連携した啓発活動等に取り組みます。 

→R２～６年度実績 

 ・ 鳥羽の豊かな自然資源の保護と活用、エコツーリズムの普及・定着を

図る鳥羽市エコツーリズム推進協議会において、研修会の実施やツー

リズム EXPO での情報発信や商談会を実施した。 

○旅行商品造成事業（観光商工課） 

 海女文化をはじめとした鳥羽ならではの地域資源を活かした旅行商品の造

成を図ります。 

→R２～６年度実績 

・ 観光協会等と連携して鳥羽の海の豊かさの象徴である「海藻」に着目し

た取組みとして、令和３年度は「地域の観光資源の磨き上げを通じた域

内連携促進に向けた実証事業」、令和４年度は「地域独自の観光資源を

活用した地域の稼げる看板商品の創出事業」で海藻を使った商品づく

りやモニターツアー造成、情報発信を行った。 

○観光統計調査（観光商工課） 

 今後の観光振興への効果的な利用を目的として、観光入込数や宿泊者数の

統計調査の実施、観光業が他産業へ与える経済波及効果の調査等を実施しま

す。 

→R２～６年度実績 

 ・ ゴールデンウィークやお盆、年末年始など繁忙期の期別統計や１年間
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の観光施設入込客数や宿泊客数をとりまとめ、年間統計として発表し

た。 

○観光魅力アップ事業（観光商工課） 

 旅館組合や民宿組合が実施する宿泊客の誘致を目的とした観光魅力アップ

事業に対する支援を行います。 

→R２～６年度実績 

・ 令和 2 年度２件、令和３年度４件、令和４年度５件、令和５年度５件、

令和６年度５件の補助を行った。 

○伊勢志摩広域観光推進事業（観光商工課）（伊勢志摩観光コンベンション

機構） 

 伊勢志摩地域における広域観光に取り組むため、伊勢志摩観光コンベンシ

ョン機構が実施する広域観光推進事業への事業参画を行います。 

→R２～６年度実績 

・ 伊勢志摩地域の広域エリアを強みに、国内誘客プロモーション事業や

令和４年度には大型の伊勢志摩地域としてのキャンペーン「伊勢志摩

ジャンボ‼」を開催した。 

・  伊勢志摩地域広域での観光振興を行っている伊勢志摩観光コンベン

ション機構と近鉄グループホールディングス株式会社が連携し、伊勢

志摩地域全体の周遊促進を目的にデジタルサービスを活用した新しい

観光サービス「ぶらりすと」が開始した。 

○観光 Maas 事業（観光商工課） 

 観光客の移動ニーズに対応して、公共交通や観光施設、商業施設などの移

動サービスをワンストップで提供するサービスの導入等を図ります。 

→R２～６年度実績 

・ 伊勢志摩観光コンベンション機構による伊勢志摩観光型 MaaS の取組

に参画し、令和 5 年度にデジタルサービス「ぶらりすと」の実施を開

始した。令和 6 年度は引き続き広域による連携を図り、伊勢志摩地域

全体の周遊促進を行った。 

○人気キャラクターを活用した誘客促進事業（観光商工課・定期船課） 

車船へのキャラクターラッピングや企画切符の造成、離島や南鳥羽へのキャ

ラクター活用の魅力付けによる公共交通を利用した周遊促進を図ります。→

→R２～６年度実績 

バスについては、令和４年度に人気キャラクターのデザインを施したラッ

ピングやオリジナル周遊切符の作成を行い、利用促進や周遊促進を行った。

また、令和５年度はバス停の作成及び設置を行った。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

宿泊者数（観光統計資料） 

（再掲） 
万人泊 

(H30) R2 R3 R4 R5 R6 R7 

174.7      197.0 

121.1 106.0 142.7 148.3 160.4  

推定消費額（観光統計資料） 

（再掲） 
百万円 72,253 

     81,449 

48,742 38,288 59,656 71,949 82,721  
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2-4 関係人口の創出 

本市に対し多様な関心を持ち多様に関わる人を関係人口と称し、様々な関わり度

合である関係人口を創出するとともに、その関わり度合を高めるため、地域のファ

ン、地域の課題解決に関わってもらえる地域外の方々とのネットワークを拡げる取

り組みを進めます。 [①地域の特産品の購入⇒②地域への寄付⇒③頻繁な訪問⇒④地

域でのボランティア活動⇒⑤準定住（二地域居住など）⇒⑥移住・定住] 

 

【具体的な取り組み・施策】 

関係人口創出 ○ふるさと鳥羽関係人口創出事業（企画財政課） 

 都市部での交流会、地域での体験ツアーや地域イベントを通じ鳥羽ファン

を創出します。 

→R２～６年度実績 

・ 令和３年度にオンラインコミュニティ「とばり隊」を立ち上げ、地域

や関係人口同士の関わりの場を整えた。 

・ 令和 4 年度には、学生等をターゲットとした短期就労とバケーション

を掛け合わしたワーキングホリデーのプランを掲載した LP サイトの

作成を行った。 

 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

鳥羽ファンクラブ会員数  

（計画期間の延べ人数） 
人 

(H30) R2 R3 R4 R5 R6 R7 

0      3,000 

0 1,123 1,171 1,209 1,230  

 

【具体的な取り組み・施策】 

アーティスト・イ

ン・レジデンス 

○芸術を活かした観光振興事業（観光商工課） 

 鳥羽が持つ地域資源をアートの観点から地域の魅力を創出します。キュレ

ーターを委嘱した市内全体のアート事業の包括的な総合プロデュースや各種

アート展示及びワークショップを開催します。 

→R２～６年度実績 

・ 市内外の展示場所において、美術系大学や高校、市内のアーティストな

どと連携し、鳥羽をテーマとした展示会を開催した。 

・ 鳥羽クラフト展ではアーティストと連携しワークショップを実施する

など、気軽にアートに親しみ鳥羽の魅力を表現する機会づくりを行っ

た。 

○芸術を活かした観光振興情報発信事業（観光商工課） 

 市民や観光客が芸術に親しみ、新しい鳥羽観光の魅力として根付かせるこ

とを目的に市内の芸術に関する情報を集約し、発信します。 

→R２～６年度実績 

・ 鳥羽のアートの展示やワークショップなどを紹介する冊子「鳥羽うみ

アートプロジェクト」を令和２年度と令和４年度（令和３～４年度の２

か年分）に発行した。 

・ また、SNS やホームページでもアートに関する取組を紹介した。 
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政策観光 ○海の政策観光推進事業（農林水産課） 

市水産研究所を中心とした政策をパッケージ化し、様々なジャンルの来訪

者を受入れるための仕組みを構築します。 

→R２～６年度実績 

・ 市水産研究所での視察等の受け入れを通じて来訪者数の増加を図ると

ともに、水産研究所の情報発信ツールの作成や HP の改修、SNS の

活用などにより、さらに多くの人に来所してもらえるよう情報発信に

努めた。 

 

○政策観光の推進（観光商工課） 

市の各所属、民間事業所が行う視察受入について取りまとめ、情報発信を

行うと共に有償化します。得られた歳入が対応した所属に配分される仕組み

を確立することで、各々の取組みに対するモチベーション向上、今後の取組

みの磨き上げを通じ、鳥羽の魅力発信に繋げます。 

→R２～６年度実績 

・ 令和４年７月に鳥羽の民間や行政で実施している体験プログラムを

SDGｓの観点である「社会を支える」「経済の循環」「環境を守り、

活かす」という３つの柱で整理した冊子「鳥羽の SDGs まなブック」

を作成した。 

 

スポーツ合宿誘致 ○スポーツ観光推進事業（観光商工課） 

鳥羽市へスポーツ合宿で訪れる団体に対して、宿泊費や地域交流活動に対

して支援を行うことにより、誘客促進と鳥羽ファンの増加を図ります。 

→R２～６年度実績 

令和２年度１件、令和３年度１件、令和４年度２件、令和 5 年度 3

件、令和６年度５件の補助を行った。 

 

子どもの農山漁村

体験 

○離島の魅力向上事業（観光商工課） 

 鳥羽の離島の魅力を PR するため、離島ならではの体験メニューと島内の

宿泊施設を連携させた離島合宿を実施します。 

→R２～６年度実績 

・ 島内ガイドの育成や４島をつなぐ島むすび会議の開催など受入体制や

連携体制の強化に継続的に努めた。 

・ 離島への合宿の誘致や都市部で開催されるアイランダーといったイベ

ント等へ積極的に出向き、鳥羽の島のＰＲ行った。 

・ 令和 5 年度は若年者を対象にしたツアー造成を実施し、離島の魅力の

開拓を行った。 

・ 令和６年度は近鉄との連携を行い、海から学ぶ鳥羽ならではの自由研

究の旅造成事業として「夏休み宿題列車 in 鳥羽」ツアーを造成し、

答志島を舞台とした日帰りツアー１回、宿泊ツアーを１回実施した。 

 

受け入れ体制づく

りの推進 

○中心市街地の賑わいづくり・魅力創出事業（観光商工課） 

鳥羽の玄関口である中心市街地の活性化や周遊促進を図るため、おもてな

しの歓迎空間の創出や各店舗や各種団体と連携した周遊コンテンツを制作し

ます。 

→R２～６年度実績 
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 ・ 令和２年度に城山公園に設置したモニュメントを活用したプロジェク

ションマッピング等を実施し、中心市街地の魅力創出を行うことで、

中心市街地への誘客に努めた。 

・ 令和 5 年度は鳥羽駅から中之郷駅周辺の中心市街地に鳥羽や海にまつ

わる本を読むことができる拠点として既存施設内５か所にテーマ性を

持った書籍を集めて「鳥羽うみライブラリー」を設置した。令和６年

度は SNS での情報発信やワークショップの開催を行うほか、各施設

の協力により 10 ヵ所に拡充し、さらなる周遊促進を図った。 

○観光案内所運営事業（観光商工課） 

観光客の利便性向上を図るため、鳥羽市や伊勢志摩地域の観光施設、交通、

宿泊施設、飲食店等の案内を行うとともに外国人観光案内所としての充実を

図ります。 

→R２～６年度実績 

・ 近鉄鳥羽駅構内において鳥羽市を中心に伊勢志摩地域の観光案内を行

い、来訪者の満足度向上に努めることを目的として観光案内を実施し

た。また、ＪＮＴＯのカテゴリーⅡに認定されており、外国人観光客の

来訪時に対応できるような体制を整えている。 

 ・ 来訪者人数は令和２年度 20,238 人、令和 3 年度 17,393 人、令和４

年度は 28,679 人、令和 5 年度は 27,992 人、令和６年度は 30,557

人である。 

○観光交通対策協議会運営（観光商工課） 

 市内における渋滞緩和及び観光客の利便性と満足度の向上を図るため、繁

忙期における臨時駐車場の開設とシャトル船による送迎を行います。 

→R２～６年度実績 

・ 令和２年度においては新型コロナウイルス感染症の拡大により、例年

実施していたシャトルボートによるパーク＆シップライドは実施せ

ず、マリンパークにおける臨時駐車場の開設とお盆のみ鳥羽市民の森

公園横の臨時駐車場を無料開放し、対応した。 

・ 令和３年度はお盆時期に鳥羽駅周辺で臨時駐車場を開設するなど対応

し、令和４年度からは従来のパーク＆シップライド方式の臨時駐車場

の運営を再開するなど感染状況やフェーズに応じた交通対策を実施し

た。 

 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

宿泊者数（観光統計資料） 

（再掲） 
万人泊 

(H30) R2 R3 R4 R5 R6 R7 

174.7      197.0 

121.1 106.0 142.7 148.3 160.4  

推定消費額（観光統計資料） 

（再掲） 
百万円 72,253 

     81,449 

48,742 38,288 59,656 71,949 82,721  
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【基本目標３】誰もが活躍できるまち 

 

ライフステージに応じた希望が叶えられ、誰もが居場所や役割を持っている 

 

 

◼ 方針 
宿泊業を中心とした観光産業では女性が担う役割が非常に大きいことから、子

育中の女性はもちろんのこと、男女がともにいきいきと働き続けられる環境を整

えることが、本市の労働力確保の視点からも重要となっています。 

本市では、これまでも重点的に出産・子育て支援策を進めてきましたが、本戦

略においては、仕事と子育ての両立に向けた子育て支援策を充実させることによ

り、 “働きながら子育てをするなら鳥羽” というイメージの定着に取り組みます。 

あわせて、本市で育った子どもたちが社会で活躍できるよう、子育て世帯が重

視する教育環境の充実に取り組みます。 

 

◼ 数値目標 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

市民が就労している割合 

（市民税所得割納税義務者数÷生

産年齢（15 歳～64 歳）人口） 

（再掲） 

％ 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

65  
    70 

69 70 70 71 68  

市民団体及び NPO 団体登録数 団体 

82  
    82 

70 70 70 70 70  

 
◼ 評価結果 

進展度 判断理由 

B 

働くことを通じた活躍・つながりの促進として、趣味や特技を活かした

つながりを進めるとともに、就労や各種活動への市民参加を促すことで、

つながることへの気運の醸成を図る取り組み等を幅広く展開している。ま

た、中央公園一体の整備リノベーションにより、人口減少傾向にもかかわ

らず、運動施設利用者数が著しく増加しているなど、市民等の活発な活動

が促進されている。 

 数値目標である市民の就労割合は向上し、市民団体・NPO 団体数も実

質維持できていることから、評価は B とする。 

◼ 進展度：A-進んだ、B-ある程度進んだ、C-あまり進まなかった、D-進まなかった 
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■ 具体的な取り組み 

3-1 結婚・出産・子育て支援 

男女がともに子育てを担う環境づくりに向けて、子育て世帯の交流の場の提供や

情報発信、総合子ども相談や女性相談などの相談体制の整備、保育所をはじめとす

る多様化する保育ニーズへの対応のほか、虐待の未然防止に向けた連携強化など、

多様な子育て家庭を支える体制を構築し、「子育てしたいまち」の実現を目指しま

す。 

【具体的な取り組み・施策】 

子育てしやすい環

境の充実 

○とばっ子ハッピーセミナー事業（健康福祉課） 

母親の育児負担の軽減と男性の育児参画を促すための取り組みを行いま

す。 

→R２～６年度実績 

  参加数 令和２年度 150 人 

      令和３年度 157 人 

      令和４年度 151 人 

令和 5 年度 256 人 

令和 6 年度 411 人 

○子育て支援センター事業（健康福祉課） 

子育て中の親子が孤立することがないよう、子育て中の親子の交流の場を

提供するとともに、子育てに関する相談や講座などを開催します。 

→R２～６年度実績 

  来場者数 令和２年度 2,509 人 

       令和３年度 2,338 人 

       令和４年度 3,316 人 

令和 5 年度 2,308 人 

令和 6 年度 2,828 人 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

子育て支援センター年間来場

者数 
人 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

4,551      3,552 

2,901 2,338 3,316 2,308 2,828  

【具体的な取り組み・施策】 

すべての子育て世

帯に寄り添う体制

の整備 

○虐待防止ネットワーク事業（健康福祉課） 

虐待を受けている方（児童、高齢者、障害者、ＤＶ）への迅速かつ適切な

対応を行うとともに、関係機関との連携強化により虐待の未然防止に努めま

す。 

→R２～６年度実績 

  相談件数 令和２年度 40 件 

       令和３年度 24 件 

       令和４年度 25 件 

令和 5 年度 33 件 

令和 6 年度 41 件 

○女性相談員設置事業（健康福祉課） 

ＤＶや女性の問題等に関する相談に対応し必要な措置等の助言などを行う
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とともに、不安の軽減を図ります。 

→R２～６年度実績 

  相談件数 令和２年度 131 件 

       令和３年度  77 件 

       令和４年度  114 件 

令和 5 年度  75 件 

令和 6 年度  87 件 

○総合子ども相談事業（健康福祉課） 

子どもの健全育成を図るため、総合子ども相談「ほっぷ」において子ども

に関するあらゆる相談に対し関係機関と連携を図ります。 

→R２～６年度実績 

  相談件数 令和２年度 468 件 

       令和３年度 815 件 

       令和４年度 931 件 

令和 5 年度 821 件 

令和 6 年度 687 件 

○利用者支援事業（健康福祉課） 

子育て中の親子が気軽に集い、気軽に不安や悩みを相談できる場を提供し

ます。 

→R２～６年度実績 

  相談件数 令和２年度 217 件 

       令和３年度 123 件 

      令和４年度 220 件 

令和 5 年度 144 件 

令和 6 年度  333 件 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

総合子ども相談「ほっぷ」相談対応

件数 
件 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

768      650 

468 815 931 821 687  

 

3-2 教育・保育環境の充実 

子育て支援策に加えて、学習環境の整備や奨学金の支援等を進めるとともに、競

技スポーツで活躍できる人材を育成するなど、教育環境の充実に取り組みます。 

【具体的な取り組み・施策】 

中央公園一帯の整

備リノベーション 

○鳥羽中央公園運動施設の再整備（建設課・生涯学習課） 

 2021 年のとこわか国体の開催に向けて整備した市民体育館及び鳥羽中央

公園の運動施設について、継続した整備を行うことにより、スポーツ環境の

向上と中央公園一帯の賑わいの創出を図ります。 

→R２～６年度実績 

・ 鳥羽中央公園運動施設の再整備を行い、利便性の向上及び中央公園一

帯の賑わい創出に寄与した。 

  令和２年度：鳥羽市民体育館サブアリーナ建設 

  令和３年度：鳥羽市民体育館（メインアリーナ）床等改修工事 
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  令和２～５年度：中央公園園路整備工事 

  令和 2～３年度：鳥羽市民体育館駐車場等工事 

令和４～５年度：鳥羽市民体育館浄化槽改修工事 

 

○市民の森公園の賑わい創出事業（建設課） 

子どもと子育て世代の憩いの場である市民の森において、適切な維持管理

と遊具・ベンチ等を整備することにより、再び公園に行きたくなる仕組みづ

くりを行い、利用者の増加を図ります。 

→R２～６年度実績 

・ 市民の森公園の環境整備及び遊具改修・修繕を行うことで、適切な維

持管理を行うことができました。 

令和２年度：環境整備・遊具修繕 

  令和３年度：遊具修繕 

  令和４年度：砂場改修工事 

令和５年度：本型ベンチ設置 

 

○運動設備の充実（生涯学習課） 

芸術文化や生涯学習の拠点として活用するため、市民体育館施設の充実を

図ります。 

→R２～６年度実績 

・ 利用者の利便性の向上と利用促進のため、必要な備品を購入した。 

令和２年度：サブアリーナ舞台用品・舞台幕等 

 令和３年度：サブアリーナ照明機器等備品 

 令和４年度：市民体育館オンライン設備等 

令和５年度：運動施設備品購入（レスリングマット・ランニングマシ

ン・グランドピアノ運搬車） 

令和 6 年度：運動施設備品購入（音響反射板・レスリングマット・市

民体育館メインアリーナカーテン） 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

鳥羽中央公園施設利用者数 

（再掲） 
人 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

32,913      36,213 

13,151 63,072 65,421 66,266 70,775  

【具体的な取り組み・施策】 

多様な保育ニーズ

への対応 

○保育所運営事業（健康福祉課） 

近年、増えている低年齢児の保育ニーズやアレルギーを持つ児童に適切に

対応するため、保育体制の充実を図り保護者が安心して働くことができる環

境を整備します。 

→R２～６年度実績 

  児童数  令和２年度 422 人 

       令和３年度 403 人 

       令和４年度 376 人 

令和 5 年度 362 人 

令和 6 年度 319 人 
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○一時保育事業（健康福祉課） 

保護者が就労や入院などの事情により、家庭で保育することが困難な場合

に対応するため、一時的に保育を行う体制を提供します。 

→R２～６年度実績 

  利用者数 令和２年度 130 人 

       令和３年度 152 人 

       令和４年度 174 人 

令和 5 年度 296 人 

令和 6 年度 78 人 

○病児・病後児保育（健康福祉課） 

病気や病気回復期で保育所の通所や家庭での保育に対応するため、医療機

関と連携して保育・診療・看護をトータルでケアできる病児・病後児保育体

制を提供します。 

→R２～６年度実績 

  利用者数 令和２年度 2 人 

       令和３年度 0 人 

       令和４年度 2 人 

       令和 5 年度 0 人 

       令和 6 年度 1 人 

○放課後児童健全育成事業（健康福祉課） 

保護者が昼間家庭にいない小学生を対象に、放課後等に安心して過ごせる

生活の場を提供することで、自主性、社会性、創造性を向上させ児童の健全

な育成を図ります。 

→R２～６年度実績 

  登録者数 令和２年度 80 人 

       令和３年度 75 人 

       令和４年度 55 人 

令和 5 年度 49 人 

令和 6 年度 76 人 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

保育所入所児童数（年度末）   人 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

435 
     374 

422 403 376 362 319  

【具体的な取り組み・施策】 

奨学金支援 ○三重大学教育学部地域推薦学生奨学金（教委総務課） 

伊勢志摩地域の小学校教員の育成及び地域社会に貢献する人材を育てるこ

とを目的に奨学金制度を設けます。 

→R２～６年度実績 

・ 出身学校長と市町教育長からの推薦が要件である地域推薦の受験につ

いては、制度を活用する受験者はいなかった。 

学習環境の整備 ○ＩＣＴ教育推進事業（学校教育課） 

コンピュータ教育やプログラミング教育など情報処理能力や思考能力の向

上を図るため、学習環境を整備し、学習活動の充実を図ります。 
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→R２～６年度実績 

 ・ 一人１台端末の配布に伴い、情報処理能力や思考能力の向上を図った。

家庭への持ち帰りを行うことにより、家庭学習の充実を図ることがで

きた。 

○外国語教育推進事業（学校教育課） 

新学習指導要領により、小学校英語が教科化されるなど、国際的共通語と

して英語によるコミュニケーション能力を身につけることは、必要であり外

国語教育の推進を図る必要があります。 

→R２～６年度実績 

 ・ 小学校高学年を対象に、一日を英語で過ごすイングリッシュデイを鳥

羽ロータリークラブの協賛を得て実施し、英語を楽しく学ぶ取組を進

めた。 

○外国人英語指導業務委託事業（学校教育課） 

外国人英語指導助手を派遣し、外国語によるコミュニケーション能力の向

上と国際感覚の育成を図ります。 

→R２～６年度実績 

・ ＡＬＴの派遣については、３名の配置となったことにより、一日を通

して各校で過ごし児童生徒と触れ合う時間が増えたことにより、コミ

ュニケーションを図ることができた。 

○英語検定チャレンジ事業（学校教育課） 

小学 6 年生と中学生が公費で英語検定にチャレンジすることにより、英語

を学ぶ意欲と機会の創出を行います。 

→R２～６年度実績 

・ 公費による英語検定の受検に伴い、児童生徒が英語に興味を持ち、目標

に向け学ぶことができた。 

 ○学校図書館整備事業（学校教育課） 

学校図書館に司書を派遣することにより環境整備を行い、貸出冊数の増加

を図るとともに、児童生徒が本を読んで内容を理解する力やまとめて書く力

を高め、学校図書館を活用した授業を進めます。 

→R２～６年度実績 

  ・ 小学校へ３３日/年、中学校に１６日/年配置することにより、児童生徒

が本に興味を持ち、本を読む機会が増え、貸出冊数の増加を図ることが

できた。 

○教育支援センター事業（学校教育課） 

様々な理由により不登校や学校生活に不適応な状況を示す児童生徒の自立

支援を行うため教育支援センターＨＡＲＰに専任指導員を配置し、生活指導

や学習支援などを進めます。 

→R２～６年度実績 

・ ＨＡＲＰに専任指導員を配置し、各校へ出向く等、支援体制を構築し

た。 

○特別支援教育支援員事業（学校教育課） 

市内小中学校に在籍する様々な障がいのある児童生徒や特別な支援を必要

とする児童生徒の日常活動の介助や学習活動等のサポートなど児童生徒の自

立に向け支援を進めます。 

→R２～６年度実績 

・ 各校に在籍する、支援が必要な児童生徒への学習指導や日常活動のサ
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ポートを行うことにより、学習環境の向上を図ることができた。 

 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

児童生徒 1 人 1 台端末の整備割合 ％ 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

0      100 

100 100 100  100 100  

 

3-3 体験・経験型教育の推進 

郷土学習の推進による地域愛の醸成、あらゆる世代が参加できる生涯学習講座に

よる市民生活の豊かさづくり、地域に根差した市民文化祭等による社会教育成果の

発表の場づくりにより、体験・経験型教育を推進します。 

 

【具体的な取り組み・施策】 

地域愛醸成 ○郷土学習の推進（生涯学習課） 

鳥羽の歴史文化について知識を深め、郷土を誇りに思う気持ちを育ててい

くため、講演会を実施します。また、子どもたちが地域学習を進めていく仕

掛けとして施設・史跡見学や「とばっこ検定」を実施します。 

→R２～６年度実績 

・ 令和２年度から６年度にかけて市内小学４～６年生が検定を受験し、

全員合格を果たし、地域の郷土学習を推進した。 

また、R5 年度には『とばっこ探偵団英語版』を作成し、市内中学校へ

配布している。 

自己肯定感のある

教育推進 

○海洋教育推進事業（学校教育課） 

活力ある学校づくりとして、海に関する施設が数多くある鳥羽の地理や風

土を活かした体験学習を実施するなど、持続可能な海洋教育を実施します。 

→R２～６年度実績 

 ・ 海洋教育の推進を図ることにより、海と密接に関係する本市の環境を

学び、郷土愛や SDGs など持続可能な海洋教育について学ぶことがで

きた。 

○鳥羽が好きふるさと給食（学校教育課） 

地域の食材を使い、生産者の思いを食育の授業を通してまなび、食の大切

さや地域愛の醸成を図ります。 

→R２～６年度実績 

 ・ 平成３０年度から実施し、鳥羽の豊かな食材を給食に取り入れ、食の

大切さや生産者の思いを伝える取り組みを行うことにより、郷土愛の

醸成を図ることができた。 

○人権教育推進事業（学校教育課） 

人権フォーラムの開催など、多様性や個性を尊重できる取り組みを進めま

す。 

→R２～６年度実績 

・ 小中人権フォーラムを実施し、自分の願いや思いを主体的に発表しあ

うことで、豊かな出会いと発見の場を作るとともに、他校の児童生徒
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との話し合いや意見交流によって、あらゆる人権問題についての認識

を深めることができた。 

 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

とばっこ検定受検児童の合格率 ％ 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

100      90 

100 100 100 100 100  

 

【具体的な取り組み・施策】 

市民生活の豊かさ

づくり、社会教育

成果の発表 

○生涯学習講座の開催（生涯学習課） 

あらゆる世代が生涯を通じて新たなスキルの獲得や興味関心の幅を広げる

知識の習得に努め、生活に潤いを感じられるよう、多様な講座を開催しま

す。 

→R２～６年度実績 

 ・ 令和２年度は定期講座３講座、特別講座１講座を開催し延べ 88 人の

参加があった。 

・ 令和３年度からは鳥羽市運動施設指定管理者に事業を委託し、生涯

学習講座 13 講座を開催し、延べ 871 人の参加があった。 

・ 令和 4 年度は生涯学習講座 15 講座を開催し、延べ 1,266 人の参加

があった。 

・ 生涯学習特別講座として SNS を活用したワークショップを行い、延

べ 48 人の参加があった。 

・ 令和 5 年度は生涯学習講座 18 講座を開催し、延べ 2,130 人の参加

があった。 

・ 令和 6 年度は生涯学習講座 21 講座を開催し、延べ 2,975 人の参加

があった。 

 

○市民文化祭の開催（生涯学習課） 

市内の社会教育団体等が日頃、生き生きと取り組んでいる練習の成果を発

表する中で、市民が皆で文化・芸術を楽しみ、生活を豊かにする機会を創出

する。 

→R２～６年度実績 

・ 新型コロナウイルス感染症拡大の影響で令和 2 年度から 4 年度まで

市民文化祭は中止となったが、令和５年度は４年ぶりに開催すること

ができた。 

・ 令和 5 年度から会場を市役所西庁舎から市民体育館に変え、メインア

リーナで作品展示の部を、サブアリーナで音楽芸能の部の発表を行

い、２日間で延べ 640 名の来場を得た。 

・ 令和６年度は市民体育館に音響反射板が導入され、音楽芸能の部の発

表に活用した。 

・ また作品展示の部含め、２日間で延べ 400 名の来場を得た。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 
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生涯学習講座受講後アンケートで

の充実実感割合 
％ 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

96      90 

96 ― 96 － －  

 

3-4 SDGs 誰ひとり取り残さないまちの実現 

持続可能な開発目標（SDGs）に設定されている 17 の目標と 169 のターゲットを

意識した行政運営により、誰ひとり取り残さないまちの実現を目指し、広範な行政

課題に統合的に取り組みます。 

 

【具体的な取り組み・施策】 

とばびと活躍 ○とばびと生涯活躍マネジメント ～依存から共生へ～（企画財政課） 

 市民の支え合う力を再構築しながら、活躍したい、活躍できる民間企業

や個人を支援し、活力あるまちとすることを目指します。 

→R２～６年度実績 

・ 地方創生交付金等の活用により、働くことを通じた活躍・つながりの

促進として、趣味や特技を活かしたつながりを進めるとともに、つな

がることへの気運の醸成を図る取り組み等を幅広く展開し、就労や各

種活動への市民のさらなる参加を促した。 

 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

市民が就労している割合 

（市民税所得割納税義務者÷生産

年齢（15 歳～64 歳）人口） 

（再掲） 

％ 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

65      70 

69 70 70 70 68  

 

【具体的な取り組み・施策】 

水産研究所を核と

した鳥羽うみ再生 

○藻類研究を核とした多分野連携（農林水産課） 

藻類を中心とした水産振興の拠点としての役割に加え、教育分野・環境分

野・関係人口創出・働く場の創出等、多分野連携による市水産研究所の機能

強化を図ります。 

→R２～６年度実績 

 ・ 学校の授業や視察等の受け入れ、出前授業の実施等により、多分野連

携を強化し、水産研究所の情報発信ツールを作成するなど、多くの人

が来所してもらい、より理解を深めてもらえるような情報発信に努め

た。観光商工課とも連携して、海外への鳥羽の海や海藻の発信も行い、

多分野連携に繋げた。 

○水産研究所と連携した観光振興（観光商工課） 

水産研究所は、研究員によるアカデミックな学習体験や海藻を中心とした

海の魅力を体感できる拠点として、観光面においても魅力があることから、

観光振興と連携した事業を展開することにより情報発信や新たな拠点として

の活用を図ります。 

→R２～６年度実績 
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・ 漁業と観光連携促事業において、水産研究所と連携し、海藻など海の

生物のモニタリング調査を実施するほか、新たなブランド魚の開拓に

向けて連携し、調査を行った。令和 5 年度には「鳥羽市海のレッドデ

ータブック」を作成し、令和 6 年度は国立研究開発法人海洋研究開発

機構（JAMSTEC）と連携し、データベース化を行った。 

・ 令和３年度・令和 4 年度には、フランス自治体との交流の中で、市の

水産研究に関することをテーマとした意見交換や情報提供を行った。 

・ 令和 5 年度はフランス・セットで開催された地中海沿岸最大の海洋祭

りのエスカル・ア・セットに参加し、水産研究所の協力のもと現地で

海藻に関するワークショップを実施した。 

令和 6 年度は世界海藻連合の視察など、海外からの視察や取材の受

入を行った。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

藻類を中心とした種苗販売額 千円 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

2,904      4,064 

2,494 1,702 1,172 1,271 1,474  

 

【具体的な取り組み・施策】 

生涯活躍のまち ○地域のしごと魅力発信事業（観光商工課）※再掲 

ハローワーク伊勢と連携し、無料職業紹介所で相談員が求職者の希望や特

性を生かした勤務先をフルタイムやパート、プチ勤務等で紹介するほか、幅

広い年齢層等（高齢者、子育て世代、地元高校生等）の雇用確保に努めま

す。 

→R２～６年度実績 

・ 無料職業紹介所を訪れる求職者に対し、ハローワークと連携し、多様な

求人情報の提供を行った。 

・ 福祉分野との連携と利便性の向上を図るため、市役所西庁舎のほか、令

和 3 年後半から令和 4 年度は月 2 回、令和 5 年度から月 1 回保健福祉

センターひだまりで開設した。また、開設日を週 2 回としてきたが、

令和 5 年度から週 3 回開設した結果、相談件数の増加につながった。 

・ 令和 4 年 8 月から利用者の拡大を図るため、広報や SNS による情報

発信を行った。 

○高齢者デジタル化支援事業（健康福祉課） 

スマホ教室、相談会等を開催し、デジタルデバイス対策とともに、地域力

の維持・活用を図るための基盤づくりを促進します。 

→R２～６年度実績 

  スマートフォン教室開催回数、参加人数（延べ） 

  令和 4 年度 開催回数：51 回、参加人数：134 人 

  令和 5 年度 開催回数：52 回、参加人数：269 人 

  令和 6 年度 開催回数：66 回、参加人数：538 人 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 
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無料職業紹介所に求職登録された

方のうち就職された人数  

（計画期間の延べ人数） 

（再掲） 

人 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

8 
     40 

9 18 30 40 51  

【基本目標４】地域経営の視点に立ち、時代に合ったまちづくり、 

安心した暮らしの確保 

鳥羽の風土に応じた安心できる暮らしが守られている 

 

 

◼ 方針 
山と海に囲まれた本市には、人口の約２割が暮らす離島があり、また、市街地

から離れた交通利便性の悪い地域が多数あり、これらの地域では、他と比べて高

齢化率が高く、地域のにぎわいが失われつつあります。漁業従事者の多くが、こ

れらの離島や、市街地から遠く離れた南鳥羽地域の沿岸部に暮らしています。 

鳥羽市を訪れる観光客の目的は「美味しい魚介類を食べること」にあり、豊潤

な海で育つ水産物を観光客に提供し続けるため、漁業の振興に努めなくてはなり

ません。 

本市の観光産業の一翼を担う漁業を維持していくため、また、住みなれた地域

で今後も安心して生活していくため、既存集落を中心とした交通環境の整備や地

域の賑わい創出等、日常の暮らしの利便性を確保するとともに、市全域で新エネ

ルギ―の創出・活用に取り組み、時代に応じたまちづくりを推進します。 

また、離島や沿岸部においては、観光施設や宿泊施設が多数立地しており、観

光客が多く訪れる地域となっていますが、津波による５ｍ以上の浸水予測がなさ

れているだけでなく、台風襲来時期等、高潮による被害が発生する地域でもあり

ます。そのため、市民の生命や財産を守ることはもちろんのこと、観光客も含め

た総合的な防災対策に向けて、関係団体が連携して取り組みます。 

 

◼ 数値目標 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

鳥羽市が「住みやすい」「まあ住み

やすい」と思う市民の割合 

（市民アンケート） 

％ 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

66.1  
    81.1 

69.6 57.2 55.5 58.5 62.1  

 
◼ 評価結果 
◼ 進展度 判断理由 

C 

環境に配慮したまちづくりの推進や防災対策の充実、大学・企業との連

携等に取り組むとともに、交通環境の維持や地域の賑わい創出等、日常の

暮らしの利便性向上に取り組まれている。しかしながら、公共施設の見直

し・活用等、確保等や地域の見守りを行う地域福祉推進員の配置、空き家

対策等の進捗が低く、市民アンケートの結果から見ても、地域経営の視点
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に立った安心した暮らし・利便性の確保については、大きな進捗があった

とはいえず、評価は C とする。 

進展度：A-進んだ、B-ある程度進んだ、C-あまり進まなかった、D-進まなかった 
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◼ 具体的な取り組み 

4-1 防災対策の充実 

伊勢志摩の宿泊拠点でもあることから、災害発生時には、市民だけでなく、観光

客の生命を守るため、観光事業者が連携した観光地の防災対策に取り組むととも

に、地域での自主防災倉庫等の整備を支援します。 

 

【具体的な取り組み・施策】 

防災体制・防災活

動の強化 

○自主防災倉庫等設置補助（総務課） 

地域における防災体制を強化するため、自主防災倉庫及び災害時に必要と

なる資機材の充実を図ります。 

→R２～６年度実績 

 ・ 延べ 44 町内会・自治会に補助を行った。 

○自主防災活動補助金（総務課） 

 地域における防災活動を強化するため、自主防災組織等が実施する自主防

災活動の充実を図ります。 

→R２～６年度実績 

・ 延べ 25 町内会・自治会に補助を行った。 

・  

市民・来訪者の防

災対策 

○防災無線のデジタル化を含めた多機能化（総務課） 

 現在の同報系防災行政無線を更新するとともに、メール連携や、J-ALERT

以外にも情報の多重化を図ることにより総合的なシステムを整備し、市民・

観光客への安心・安全対策を図ります。 

→R２～６年度実績 

 ・ 同報系防災行政無線デジタルと連携したメールや SNS など、情報発信

の多重化を図った。 

○帰宅困難者対策事業（観光商工課） 

災害発生時における観光客等の帰宅困難者の受入を進めるため、観光団体

と連携した協力体制の構築などに取り組みます。 

→R２～６年度実績 

・ 令和４年度には総務課防災危機管理室と連携し、観光×防災×地域分野

を超えたつながる研修交流会の開催や事業者向けのＢＣＰ策定の説明

会を開催した。 

 ・ 令和５年１月の大雪時には、観光協会と連携し情報収集と情報発信を

行い、観光客の安全安心のため取り組んだ。 

・ 令和 5 年 6 月に鳥羽旅館事業協同組合と「災害時等における宿泊施設

等の提供に係る協定書」を締結した。 

・ 令和６年度は相差旅館組合及び相差民宿組合等と「災害時等における

宿泊施設等の提供に係る協定書」を締結した。 

○観光事業者向け避難訓練実施（観光商工課） 

観光事業者の防災意識向上を図り、安心・安全な観光地づくりを目指すた

め、観光事業者等と連携した防災訓練を実施します。 

→R２～６年度実績 

・ 令和４年度には総務課防災危機管理室と連携し、観光×防災×地域分野

を超えたつながる研修交流会の開催や事業者向けのＢＣＰ策定の説明

会を開催した。 



 

38 

 

令和６年度は市営海水浴場における津波時の避難訓練を実施した。 

 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

自主防災組織等の活動回数 回 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

80      90 

53 58 81 80 105  

 

4-2 スポーツ・健康まちづくり推進 

住民が健康で元気に幸せに暮らせるよう健康寿命の延伸を目指し、ライフステー

ジに応じたスポーツ機会を創造するとともに、健康まちづくりを推進します。 

【具体的な取り組み・施策】 

中央公園一帯のリ

ノベーション 

○体育館パンフレット作成事業（建設課） 

スポーツ・健康づくり・文化芸術・誘客施策など、多角的な利用が出来る

体育館（メインアリーナ・サブアリーナ）のパンフレットを作成し、周知す

ることにより、施設の稼働率向上と利用者増を図ります。 

→R２～６年度実績 

 ・ 観光課や運動施設指定管理者がパンフレットを作成するため、掲載内

容等について協議することができた。 

○中央公園一帯に係るホームページ作成事業（建設課・生涯学習課） 

市民や観光客など中央公園一帯を訪れる人に、分かりやすい情報提供を行

うため、ホームページを作成し、情報発信することにより、利用者の増加を

目指します。 

→R２～６年度実績 

 ・ 運動施設の指定管理者により施設のホームページを作成し、施設の利

用状況やイベント開催予定などを公開し、利用者の増加に努めた。ま

た、SNS も活用しながら情報提供を行った。 

○中央公園施設予約ツール構築事業（建設課・生涯学習課） 

中央公園の各運動施設における予約受付について、スマートフォンを使っ

た予約システムを構築することにより、利便性の向上を図り、施設の利用者

増を目指します。 

→R２～６年度実績 

 ・ 指定管理者のホームページにより、施設の予約状況を確認できるよう

に行った。予約システムの導入について公共施設全体で考える必要が

あるため、システムの構築には至らなかった。 

○健康アプリ開発事業（健康福祉課） 

中央公園一帯において、健康増進や歩く楽しみの仕掛けづくりなどを生む

ため、健康アプリを商船学校・メーカーと共に開発し、健康について身近に

感じてもらうことにより、スポーツ・健康まちづくりを推進します。 

→R２～６年度実績 

 ・ 健康づくりにおける個人の取組の動機づけと社会全体でその取組の継

続を支える環境づくり行うため、情報発信を行うツールとして「鳥羽

市健康マイレージ公式アカウント」を開設し、運用を開始した。 
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○運動施設の指定管理（生涯学習課） 

令和２年度にサブアリーナを新設し、市民の健康増進に寄与する施策を包

括的に展開するため、中央公園運動施設の指定管理を実施します。 

→R２～６年度実績 

 ・令和３年度から 1 年間、令和 4 年度から 3 年間の指定管理選定を公

募で行い、三幸株式会社が選定された。市の施策等を踏まえて様々な

事業を展開し、利用者増加に努めることができた。 

○全日本選手権大会の開催（生涯学習課） 

令和２年度に国民体育大会のリハーサル大会として全日本フェンシング選

手権大会を開催し、競技に対する理解を深め、スポーツに触れる機会を創出

します。 

→R２～６年度実績 

・ 新型コロナウイルス感染症感染拡大により、三重とこわか国体が中止

となったが、そのレガシーを活用し、令和４年度より、本市において

新たにフェンシング大会を開催。フェンシング競技の普及発展・フェ

ンサーの育成を図るとともに、フェンシング競技に興味関心を持つ機

会提供としてチャンバラフェンシングを開催し、競技人口の拡大を図

った。 

・令和２年度：全日本フェンシング選手権大会中止 

令和３年度：三重とこわか国体中止 

      東京 2020 オリンピックフェンシング競技・男子団エペで本

市出身の山田優選手が金メダル獲得によるイベント開催 

令和４年度：鳥羽市民栄養賞受賞記念 山田優杯 

      鳥羽・エペフェンシング大会を開催 

令和５年度：山田優杯鳥羽・エペフェンシング大会を開催 

令和６年度：山田 優杯鳥羽・エペフェンシング大会を開催 

○中央公園を拠点とした海辺のまち鳥羽ランニング（観光商工課） 

中央公園をランニングやウォーキングの拠点や目的地として位置付け、宿

泊者などの観光客が海辺の鳥羽ならではの景色や潮風を感じることができる

ルートとして紹介します。 

→R２～６年度実績 

・ ランニングルートとしては紹介していないものの、令和２年度より鳥

羽市民の森公園の象徴である巨大公園遊具ガリバーを様々な切り口か

ら紹介する SNS を実施し、顕在化することで週刊誌やテレビなどのメ

ディアの露出につながり、誘客促進と周遊促進を行った。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

鳥羽中央公園施設利用者数 

（再掲） 
人 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

32,913      36,213 

13,151 63,072 65,421 66,266 70,775  

 

【具体的な取り組み・施策】 

持続可能な介護保

険制度の推進 

○介護予防と自立支援に向けた取り組み（健康福祉課） 
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理学療法士が介護保険サービス事業所や住民の通いの場等を訪問し指導を

行うことで、地域における介護予防の取組の強化を図ります。また、自立支

援型地域ケア会議を開催し、多職種の専門的な視点に基づく助言を通じ、ケ

アマネジャーに自立に資するケアマネジメントの意識付けを図ります。 

→R２～６年度実績 

・ 自立支援型地域ケア会議を開催することで、民間のケアマネジャーに

対し自立に向けたケアプランの意識づけを図ることができた。 

 令和２年度：７回 

   令和３年度：４回 

令和４年度：９回 

令和５年度：６回 

令和６年度：８回 

 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

 

65 歳以上高齢者に占める要介護・

要支援認定者割合 

 

％ 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

20.1      18.0 

19.4 19.1 19.1 19.5 ―  

 

4-3 コミュニティ形成・強化・充実 

市民一人ひとりが何を助け合えるか、市民が考える力を身に付けることへの支援

を行うことにより、自分たちで何ができるのかを考え、創出する機会を増やし、コ

ミュニティ形成・強化・充実を図るとともに、自助・互助への意識向上を図りま

す。 

【具体的な取り組み・施策】 

地域力の強化・推

進 

○地域力強化推進事業（健康福祉課） 

地域の困りごとを自らの課題（我が事）として主体的にとらえ、市民自ら

が課題の解決に向けて取り組むための意識醸成を行いながら、地域における

支え合いの中心となる方の育成を行います。 

→R２～６年度実績 

・ まちトーク実施件数 

  令和２年度：４件 

   令和３年度：１件 

   令和４年度：７件 

   令和５年度：11 件 

令和 6 年度：７件 

○地域共生社会の理念の普及（健康福祉課・企画財政課） 

活動団体等が集まりそれぞれの取り組みを紹介できる場の創出や、市民向

けのプロモーション等、地域共生社会の理念の普及に取り組みます。 

→R２～６年度実績 

・ 市民へ地域共生社会の理念を浸透させるため、プロモーション動画の

作成し、SNS 広告等を通じて、延べ 38 万回を超える再生回数とな

り、市民へ向けた意識啓発を図ることができました。 
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・ 鳥羽出身で市外で活躍されている「とばびと」を市内学校機関に招

き、2040 年のまちづくりをテーマとしたワークショップを開催する

こと等を通じて、地域共生社会の理念の普及に取り組みました。 

・ 地域共生社会の実現に向けて、地域で活躍する団体や住民同士がつな

がれる場所をテーマにして、市民体育館を会場として TOBA ひだま

りフェスタをリニューアルし開催しました。 

○地域のつながりづくり推進事業（企画財政課）※再掲 

デジタル技術を活用し、地域での活動をアプリで見える化することでつな

がりを広げていくとともに、それらを担う人材の掘り起こし・育成に取り組

みます。 

→R２～６年度実績 

・ 令和５年度から放課後児童クラブや子ども食堂等の既存地域活動の

DX 化等の活動支援や地域のコミュニティリーダーの育成、地域の交

流イベントの開催、持続可能な住民共助を実現する ICT プラットフ

ォームの整備、本事業を応援する企業・団体（地域パートナー）の登

録呼びかけ等を行いました。 

○高齢者デジタル化支援事業（健康福祉課）※再掲 

スマホ教室、相談会等を開催し、デジタルデバイス対策とともに、地域力

の維持・活用を図るための基盤づくりを促進します。 

→R２～６年度実績 

スマートフォン教室開催回数、参加人数（延べ） 

  令和 4 年度 開催回数：51 回、参加人数：134 人 

  令和 5 年度 開催回数：52 回、参加人数：269 人 

  令和 6 年度 開催回数：66 回、参加人数：538 人 

 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

地域福祉推進員数（各自治会２名） 人 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

34 
     92 

30 33 31 32 32  

【具体的な取り組み・施策】 

移動手段・公共交

通対策 

○地域公共交通の維持・確保（企画財政課・定期船課） 

自らの交通手段を持たない方や観光客の移動手段の確保・維持を図るため、

地域特性にあった地域公共交通のあり方を検討するとともに、鳥羽市地域公

共交通網形成計画の取組方針に沿った施策の展開を推進します。 

→R２～６年度実績 

・ 令和２年度に「地域公共交通計画」を策定した。計画に沿って、市民の

移動や観光客等の周遊の円滑化に向けた事業を位置づけるとともに、

今後の人口減少を見据えた公共交通のあり方について検討を行った。 

・ 地域公共交通の利用促進を図るため、グーグルマップで路線検索が可

能となる「時刻表の見える化」に対応し、外国人旅行客にも利用しやす

い環境を整えた。 

・ デジタルきっぷを販売、かもめバスのキャッシュレス決済導入、ダイヤ

改正等を行い、利用者の利便性の向上を図った。 
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・ かもめバスの乗り方教室の開催などを通じ、公共交通に親しみを感じ

てもらうことで利用促進を図った。 

・ 定期船の新船が令和６年７月３１日に完成、同年９月１日就航した。 

・ 中之郷乗り場の廃止に伴い、鳥羽マリンターミナル～中之郷方面への

移動をかもめバスで移動できるよう、定期船とかもめバスの乗継の円

滑化を図った。また、利用者の利便性向上のため、鳥羽マリンターミナ

ルバス停の待合所を新設した。 

・ かもめバスの循環便ルート等の検討や新船就航に合わせた定期船と鉄

道との乗り継ぎの円滑化を考慮したダイヤ改正案を作成した。また将

来を見据えて答志島内の交通の可能性についても検討した 

・ 定期船の運航情報（出発時刻・行先・運航情報等）や航路図、のりば案

内に加え、かもめバスの接近情報サービス（Bus-Vision）と連動した

かもめバスの運行情報を表示したデジタルサイネージを鳥羽マリンタ

ーミナルに設置した。 

・ 三重交通バス接近情報サービス「Bus-Vision（バスビジョン）」を導入

し、利便性の向上を図った。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

かもめバス乗車人数 人 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

217,131      204,000 

142,489 151,232 173,225 185,972 195,075  

市営定期航路乗船人数 人 685,405 
     648,000 

538,211 543,875 570,818 583,041 577,639  

【具体的な取り組み・施策】 

市民協働 ○協働意識の向上に向けた情報発信（市民課） 

多くの市民が、得意とする分野を生かした活動が行えるように、市民活動

団体の情報を各地域へ提供し、交流・連携を深める環境づくりに取り組みま

す。 

→R２～６年度実績 

・ 令和 2 年度は、地域のためにがんばる団体応援事業として、身近な地

域の課題解決や地域に元気を作りだそうという思いを強く抱いている

住民や団体等の活動に対して経費の一部を補助し、自主的・主体的な取

組を応援して市民参画を推進した。 

・ 令和 3 年度は、協働のための人材育成事業として、ボードゲームを通

してまちづくりを学ぶ市民活動交流会を開催予定であったが、新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止した。 

・ 令和 4 年度は、協働のための人材育成事業として、市民協働によるま

ちづくりを推進するためのきっかけづくりとして、将来のまちづくり

を担う市内小中学生を対象に、みんなで協力してゴールを目指すサッ

カーを通じて、協働を学ぶだけでなく、健康の保持や増進を図った。 

・ 令和２年度から令和４年度の３年を通して、市民活動団体向け、将来の

まちづくりを担う小中学生向けと様々な視点から市民が輝けるよう事

業を行ったことで、協働の意識は高めることができた。 

・ 令和２年度から令和６年度の期間に、市広報誌を活用し 20 の市民活動
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団体を紹介した。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

市民団体及び NPO 団体登録数 

（再掲） 
団体 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

82      82 

70 70 70 70 70  

 

 

【具体的な取り組み・施策】 

地域おこし協力隊 ○地域おこし協力隊支援事業（企画財政課） 

都市部から移住し、地域活性化等の業務に従事する地域おこし協力隊を募

集し、新規着任隊員を獲得します。 

→R２～６年度実績 

・ 令和 3 年度に地域プロモーション（鳥羽なかまちに 2 名、離島振興（菅

島）1 名、令和４年度に離島振興（答志和具）1 名、農業振興（JA）1

名、令和 5 年度に離島振興（答志和具）1 名、令和 6 年度に離島振興

（答志和具）1 名、離島振興（菅島）1 名、ふるさと納税推進 1 名を配

置した。 

・ 令和 4 年度から地域おこし協力隊インターンを実施し、令和４年度に

８名、令和 5 年度に 10 名、令和 6 年度に 12 名が参加した。またイ

ンターン参加者から計 4 名が新規隊員となった。 

○地域おこし協力隊事業（企画財政課） 

各地域における課題の対策やにぎわいを作るため、住民の方と議論を重ね、

地域の実情に応じた対策を図ります。 

→R２～６年度実績 

・ 地域の方からの要望などを聞き取りし、地域が取り組みたい事と地域

おこし協力隊に何をして欲しいかを整理し、配属先の調整を行った。 

・ 令和 6 年度 5 月から地域配属ではなく、より効果的な地域活性化の取

り組みとして、事業（ふるさと納税推進）担当の隊員を配置した。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

地域おこし協力隊退任後の定住数 人 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

2  
    7 

1 1 1 2 2  

 

4-4 地域資源の高付加価値化、新しい価値の創生 

地域資源を活用した持続的な新しいシステムの構築に取組むとともに、独自の魅

力ある地域資源の高付加価値化を目指します。また、地域資源の新しい価値を創り

出すための取組みを推進します。 

【具体的な取り組み・施策】 
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空き家対策 ○管理不全空家対策事業（建設課） 

空き家対策の方針を定める「鳥羽市空家対策計画」を策定して国の交付金

などを活用し、空き家にしない取り組みや管理不全空家の解消を図っていき

ます。 

→R２～６年度実績 

・ 空き家を抑制するため、建物所有者に対し、啓発チラシを送付した。 

・ 管理不全空家として 69 件の通報があり、所有者調査を行い、助言等を

行った結果、うち 26 件について、解消された。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

管理不全空家通報件数 件 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

13 
 

    5 

8 12 15 21 13  

【具体的な取り組み・施策】 

公共施設見直し活

用 

○公共施設等総合管理推進事業（企画財政課） 

公共施設等総合管理計画に基づき、公共施設の適切で効率的な管理・運営

を実践します。また、公共施設総合管理計画を踏まえ、個別施設の管理計画

を順次策定します。 

→R２～６年度実績 

・ 老朽施設を中心に、施設統廃合を 2 件、機能集約 3 件を行うなど、公

共施設の配置適正化に努めた。 

・ 次代への負担を軽くするため公共施設は縮小していく必要があること

から、役割を終えた公共施設の除却等に活用できる新たな基金を創設

した。 

・ 個別施設計画については、庁舎等の公用施設や多数ある小規模な集会

施設は一部策定できていないものがある。 

 

地域資源のシェア

リングリノベーシ

ョン 

○公有財産の利活用の推進（企画財政課） 

学校施設等の共同利用など地域資源活性化のために公有財産のシェアリン

グを進めるとともに、様々な公共の移動手段の相互利用化を進めることによ

りシェアリングリノベーションを図ります。 

→R２～６年度実績 

・ 旧小浜小学校に三重大学伊勢志摩サテライト伊勢志摩産業振興教育研

究センターを併設するとともに、学生の宿泊スペースとしてシェアリ

ングすることで海洋教育・研究の連携を図った。 

・ 移動手段については、医療移送車両を学童送迎に活用を行っている例

はあるものの、新たな移送手段でのシェアリングの展開はない。 

○地域による地域資源活用の支援（企画財政課） 

活用されていない民間空地・空き施設の活用を支援することで、地域の社

会的課題の解消等に受けた取組や新たなまちづくり拠点等の整備を支援しま

す。 

 

目標指標 単位 基準値       
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 実績値 

各公共施設の管理計画の策定率 ％ 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

0      100 

31.3 31.1 40.4 40.4 40.4  

 

 

4-5 環境に配慮した持続可能なまちづくり推進 

生ごみの堆肥化や生ごみ堆肥を利用した有機野菜栽培促進の取り組み、リサイク

ルごみの収集、廃食油を利用した石けんつくり等の環境講座の開催等、環境に配慮

した持続可能なまちづくりを推進します。 

【具体的な取り組み・施策】 

循環型社会の実現 ○鳥羽市リサイクルパークの運営（環境課） 

 生ごみの堆肥化や資源ごみのリサイクルに対する意識を高めるとともに地

域の活性化を図るため、リサイクルパークを運営します。 

→R２～６年度実績 

・ 「ひなたぼっこ」を使って１次処理した家庭の生ごみを堆肥化し、可

燃ごみとして捨てられてしまう生ごみを堆肥として再利用すること

で、再資源化を図るとともにごみの減量につなげた。 

・ R6 年度には、リサイクルパークの利用者数が 40 万人に達し、市民

のリサイクルに対する意識は着実に浸透している。また、今後の地域

内資源循環システムの推進について、名古屋大学と協議を行い、更な

る循環社会の実現に向けた取り組みを市内だけでなく、広く周知する

取り組みも行った。 

○流出ごみから海を守る取組の推進（環境課） 

 清掃活動を可視化するアプリの取組等を通じ、鳥羽市における漂着ごみを

はじめとする環境問題をより多角的に触れる機会を創出します。 

→R２～６年度実績 

・ 令和 5 年２月より、ごみの流出対策として、ごみ拾い SNS「ピリ

カ」などを活用した「とばの海をまもるプロジェクト」を開始し、清

掃活動の見える化等を図った。また、市内で開催された大規模な海岸

清掃をはじめ、身近なゴミ拾いの状況を投稿することで、環境問題に

触れる機会の創出に寄与した。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

鳥羽市リサイクルパーク利用者数 人 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

22,041      22,200 

27,394 23,717 24,291 24,736 25,808  

 

4-6 デジタル技術の活用 

国の「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指す「デジタル田園

都市国家構想」の実現に向け、デジタル技術の活用によって、地域の個性を生かし
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ながら経済発展と社会的問題の解決を両立していく新たな社会の実現に資する取り

組みを推進します。 

【具体的な取り組み・施策】 

大学・企業との連

携 

○海洋アライアンス構築事業（農林水産課）※再掲 

 大学や研究機関、民間博物館等の関係者間により海洋アライアンスを構築

し、持続可能な水産振興策を見出していきます。 

→R２～６年度実績 

・ 令和 4 年度に、三重大学、鳥羽商船高等専門学校、(株)鳥羽水族館、三

重県水産研究所、水産研究・教育機構水産技術研究所、名古屋大学臨海

実験所、ミキモトグループ（(株)ミキモト、(株)御木本真珠島、御木本

製薬(株)）と伊勢志摩地域における海洋・水産に係わる教育活動、研究

活動及び地域連携活動を推進し、これらの活動を通して地域社会の発

展に寄与することを目的とした地域連携プラットフォーム「伊勢志摩

海洋教育研究アライアンス」を構築した。また、令和 6 年度には各研

究機関による成果発表も開催した。 

○民間企業連携事業（観光商工課）※再掲 

大学や民間企業の技術や情報発信ツールを活用した誘客事業を展開しま

す。 

→R２～６年度実績 

・ 令和４年７月には國學院大學との協定締結をきっかけに第二次鳥羽市

観光基本計画に沿った調査を実施した。 

・ 令和４年度、鳥羽を大学生や大学等の学びのフィールドにしてもらう

きっかけとしての補助メニュー「大学ゼミ合補助金」「地域課題解決調

査研究事業補助金」を新設した。 

・ 「大学ゼミ合宿支援補助金」令和 4 年度３件、令和 5 年度４件、令和

6 年度８件。 

・ 「域課題解決調査研究事業補助金」令和 4 年度７件、令和 5 年度５件、

令和 6 年度 13 件。 

マリン IT ○海洋環境モニタリング事業（農林水産課）※再掲 

 ICT を活用した観測ブイ等を設置することで、漁業者や関係者がリアルタ

イムに情報を入手できる仕組みを構築します。 

→R２～６年度実績 

・ 海洋環境の変化を漁業者がリアルタイムで把握できるよう、ICT を活

用した漁業用観測機器（自動観測ブイ）の市内漁場への導入を支援し

た。 

デジタル技術の活

用 

○中小企業支援事業（観光商工課）※再掲 

ICT・AI を活用した生産性を向上させるため、セミナーや意識啓発等の取

組を支援します。 

→R２～６年度実績 

鳥羽商工会議所にサービス産業生産性向上支援事業補助金を交付し、

中小企業の生産性向上に寄与した。 

○観光 Maas 事業（観光商工課）※再掲 

 観光客の移動ニーズに対応して、公共交通や観光施設、商業施設などの移

動サービスをワンストップで提供するサービスの導入等を図ります。 

→R２～６年度実績 

・ 伊勢志摩観光コンベンション機構による伊勢志摩観光型 MaaS の取組
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に参画し、令和 5 年度にデジタルサービス「ぶらりすと」の実施を開

始した。令和 6 年度は引き続き広域による連携を図り、伊勢志摩地域

全体の周遊促進を行った。 

○オンライン診療等の推進（健康福祉課） 

地域住民に必要な医療を引き続き提供するため、オンライン診療や医

療車両を活用した医療 Maas 等、医療分野におけるデジタル技術の活

用・導入を進めます。 

→R２～６年度実績 

R２年度 クラウド型電子カルテとオンライン診療機器を導入。 

      医師が離れた場所からでも患者カルテを見られる仕組みに 

変更。 

 R４年度 答志町オンライン診療室を整備 

      桃取診療所の症状の落ち着いている患者等が居住地の近くで 

      オンライン診療を受けられる環境を整備。 

 R５年度 鏡浦地区において、オンライン診療機器を積んだ医療 MaaS 

車両を導入。各地区に出向いた車両の中で、地区内の市立診療 

所の医師と結ぶオンライン診療をスタート。また、同地区内 

の市立診療所までの患者の移送にも活用。建物によらない形 

を取ることで診療時間を拡充。 

 

○地域のつながりづくり推進事業（企画財政課）※再掲 

デジタル技術を活用し、地域での活動をアプリで見える化することでつな

がりを広げていくとともに、それらを担う人材の掘り起こし・育成に取り組

みます。 

→R２～６年度 

・ 令和５年度から放課後児童クラブや子ども食堂等の既存地域活動の

DX 化等の活動支援や地域のコミュニティリーダーの育成、地域の交

流イベントの開催、持続可能な住民共助を実現する ICT プラットフ

ォームの整備、本事業を応援する企業・団体（地域パートナー）の登

録呼びかけ等を行いました。 

○流出ごみから海を守る取組の推進（環境課）※再掲 

 清掃活動を可視化するアプリの取組等を通じ、鳥羽市における漂着ごみを

はじめとする環境問題をより多角的に触れる機会を創出します。 

→R２～６年度実績 

・ 令和 5 年２月より、ごみの流出対策として、ごみ拾い SNS「ピリカ」

などを活用し、清掃活動を見える化する「とばの海をまもるプロジェ

クト」を開始した。また、市内で開催された大規模な海岸清掃をはじ

め、身近なゴミ拾いの状況を投稿することで、環境問題に触れる機会

の創出に寄与した。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

海洋アライアンス構築事業数 

（計画期間の延べ事業数）[農水] 

（再掲） 

事業 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

0      5 

1 0 7 7 7  
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【基本目標５】連携施策等 

地域の実情に合わせた施策が取り組まれている 

 

 

◼ 方針 
共通目的を有する関係自治体等とともに実施することで相乗効果をもたらす取

り組みは、連携して取り組みます。 

また、地域の実情に合わせた施策を展開するために、国家戦略特区や国土強靭

化計画等を推進します。 

  

◼ 数値目標 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

伊勢志摩定住自立圏取組項目数 

【企画財政】 
項目 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

31  
    36 

32 32 32 34 34  

 
◼ 評価結果 
◼ 進展度 判断理由 

C 

 伊勢志摩定住自立圏を通じた取り組みの推進を行うことで、地域間連携

による広域的な取り組みに一定取り組むことができたものの、方針に掲げ

る国家戦略特区に関しての具体取組は実施できていない。また、公共交通

の維持確保については、コロナ禍以降、かもめバスは回復傾向にあるが、

定期船航路は高止まりの状況にあり、いずれも目標値には届いていないこ

とから、評価は C とする。 

進展度：A-進んだ、B-ある程度進んだ、C-あまり進まなかった、D-進まなかった 

 
 

◼ 具体的な取り組み 

5-1 国家戦略特区の推進 

国家戦略特区制度は、成長戦略の実現に必要な、大胆な規制・制度改革を実行

し、「世界で一番ビジネスがしやすい環境」を創出することを目的に創設されまし

た。 

経済社会情勢の変化の中で、自治体や事業者が創意工夫を生かした取組を行う上

で障害となってきているにもかかわらず、長年にわたり改革ができていない「岩盤

規制」について、規制の特例措置の整備や関連する諸制度の改革等を、総合的かつ

集中的に実施するため、国家戦略特区制度の活用を推進します。  

【具体的な取り組み・施策】 

移動手段・公共交

通対策 

○地域公共交通の維持・確保（企画財政課・定期船課）※再掲 

自らの交通手段を持たない方や観光客の移動手段の確保・維持を図るため、

地域特性にあった地域公共交通のあり方を検討するとともに、鳥羽市地域公
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共交通網形成計画の取組方針に沿った施策の展開を推進します。 

→R２～６年度実績 

・ 令和２年度に「地域公共交通計画」を策定した。計画に沿って、市民の

移動や観光客等の周遊の円滑化に向けた事業を位置づけるとともに、

今後の人口減少を見据えた公共交通のあり方について検討を行った。 

・ 地域公共交通の利用促進を図るため、グーグルマップで路線検索が可

能となる「時刻表の見える化」に対応し、外国人旅行客にも利用しや

すい環境を整えた。 

・ デジタルきっぷを販売、かもめバスのキャッシュレス決済導入、ダイ

ヤ改正等を行い、利用者の利便性の向上を図った。 

・ かもめバスの乗り方教室の開催などを通じ、公共交通に親しみを感じ

てもらうことで利用促進を図った。 

・ 定期船の新船が令和６年７月３１日に完成、同年９月１日就航した。 

・ 中之郷乗り場の廃止に伴い、鳥羽マリンターミナル～中之郷方面への

移動をかもめバスで移動できるよう、定期船とかもめバスの乗継の円

滑化を図った。また、利用者の利便性向上のため、鳥羽マリンターミ

ナルバス停の待合所を新設した。 

・ かもめバスの循環便ルート等の検討や新船就航に合わせた定期船と鉄

道との乗り継ぎの円滑化を考慮したダイヤ改正案を作成した。また将

来を見据えて答志島内の交通の可能性についても検討した 

・ 定期船の運航情報（出発時刻・行先・運航情報等）や航路図、のりば案

内に加え、かもめバスの接近情報サービス（Bus-Vision）と連動した

かもめバスの運行情報を表示したデジタルサイネージを鳥羽マリンタ

ーミナルに設置した。 

・ 三重交通バス接近情報サービス「Bus-Vision（バスビジョン）」を導

入し、利便性の向上を図った。 

目標指標 単位 基準値 
      

 実績値 

かもめバス乗車人数（再掲） 人 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 R7 

217,131      204,000 

142,489 151,232 173,225 185,972 195,075  

市営定期航路乗船人数（再掲） 人 685,405 
     648,000 

538,211 543,875 570,818 583,041 577,639  

 

5-2 国土強靭化計画の策定・推進 

地域の強靱化に関する各分野別計画の指針として、国土強靱化基本法（第 13 条）

に基づく地域強靭化計画を策定し、国土強靭化に関する施策の総合的かつ計画的な

推進を図ります。 

【具体的な取り組み・施策】 

国土強靭化計画の

策定・推進 

○国土強靭化地域計画の策定・推進（企画財政課） 

国土強靭化基本計画に基づき、大規模自然災害等に対する事前防災及び減

災の取組みを進めるため、鳥羽市国土強靭化地域計画を策定します。また、

鳥羽市国土強靭化地域計画の取組み方針に沿った施策の展開を推進します。 
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→R２～６年度実績 

・ 令和 3 年度、国土強靭化地域計画を策定した。 

・ 計画に定める事前に備えるべき 7 つの目標に沿って、市総合計画の施

策目標ごとに紐づけられる施策の展開に基づき、事業を推進した。 

 

目標指標 単位 基準値 
     

実績値 

鳥羽市国土強靭化地域計画の施策

の進捗度合 
％ 

（H30） R2 R3 R4 R5 R6 

0 
 
 

  100 

―   19.6  36.3 47.1 77.1 

 

 


